


主催者挨拶・基調講演

青柳：今日は CULCON の美術対話委員会という
ことをさせていただきますけれども、簡単にこの
CULCON がどういう組織なのかをまずご説明申し
上げます。
　CULCON というのは、日米文化教育交流会議と
いって、1961 年 6 月に発足したものです。ちょう
どその 1、2 年前、日米の安保条約を締結すること
になっていました。しかし、日本では当時、まだ左
翼勢力が非常に強い、あるいは学生運動が盛んに行
われて、結局、安保条約は締結されましたけれども、
それを記念して来日する予定であったアイゼンハ
ワー大統領が日本に来ることができなくなりまし
た。
　そのために、翌年の 1961 年にケネディ大統領と
池田首相の間で、もっと日米の文化教育に関する交
流を盛んにして、相互理解をもっともっと深めよう
と い う こ と で、 こ の 日 米 文 化 教 育 交 流 会 議
CULCON という組織が作られました。
　そして、それ以降、アメリカか日本でずっと交流
対話が行われてきたのですが、その下に 2011 年か
ら、これからわれわれが会議をする Arts Dialogue 
Committee、美術対話委員会というものができま
した。2011 年にワシントンで開かれた CULCON
の全体会議の前日にワシントンで初めて開催され、
その後、東京、ホノルル、そして今日が第 4 回目
の委員会として、ここ徳島・鳴門の大塚国際美術館
で開かれることになったわけです。この 4 回の会
議を通してどういうことが今まで話題になってきた
のかということをまず紹介していきたいと思いま
す。
　一つは、ワシントンで最初の美術対話委員会が開
かれた時に話し合われたことですが、1987 年から
続いていた JAWS という、日本美術史に関する国
際大学院生会議というものがあり、2007 年までに
9 回、日本とアメリカあるいはイギリスの日本美術
史を勉強する大学院生たちがだいたい 25 人から
30 人ぐらい参加して、どちらかの国で美術館を訪
れたり、あるいは一緒に研究会を開いたり、あるい
はエクスカーションをやったりということが行われ
ていました。
　これはもう大変にお互いの理解を深めるだけでは
なくて、日本美術史を日本人が、あるいはアメリカ

人やイギリス人たちが研究する上で大変有効な交流
になっていたということで、ぜひ再開しようじゃな
いかということが、このワシントンでの最初の美術
対話委員会で話し合われました。
　ちょうど幸いなことに、そのころ文化庁で美術学
芸課の課長をやっていた栗原さんが、少しは文化庁
でも費用を捻出することができるという見通しをお
話しくださったので、われわれは、ほかの財団など
にも働きかけようということで、このワシントン会
議のすぐ後から活動を始めました。この会議で、あ
るいは明日の会議でも話題になる一種のファンドレ
イジングを、私たちはこの委員会として JAWS の
ためにやりだしたのです。
　そして、それが見事うまくいって、石橋財団や平
和中島財団あるいは鹿島美術財団というところから
支援をいただき、そして、一番中核の文化庁から一
番たくさんのお金をミュージアム活性化支援事業と
いうことで支援していただいて、翌年の、つまり去
年の 8 月 16 日から 26 日にかけて、再び第 10 回
目の JAWS の大会を日本で、特に東京藝術大学を
中心として行うことができました。
　9 回目までやっていて、それから 5 年空白があっ
たわけですけれども、10 回目ができて、参加者も、
それからこの JAWS に参加したこれまでの先輩た
ちも大変に喜んでくださった。そのおかげで、また
11 回目、12 回目も 2 年おきぐらいにやろうではな
いかという話が今現在、浮上しているところです。
こういう JAWS が再開できたのも、この美術対話
委員会が 2011 年にワシントン会議で話題にするこ
とができたということがきっかけになっていると思
います。
　その美術対話委員会で最初のうちに話題になった
もう 1 つには、ソーシャルネットワークサービス
というものがあります。もうご存じだと思います
が、日本では mixi とか GREE があって、世界的に
は Facebook とか Twitter などが代表的なもので
すけれども、アメリカの美術館では、早くからこの
ソーシャルネットワークサービスを館の活動の広報
手段などに使っておりました。それを、この美術対
話委員会でも紹介していただくようなことを契機と
して、日本の美術館でも SNS が徐々に使われるよ
うになっています。
　広報活動でも、新聞やテレビに出すような経費が
かからないので、大変有効な広報手段ではあります
けれども、ページを作成したりするにはなかなか時
間もかかる、マンパワーが要るということです。で

9



すから、安いけれども、コストと効果のバランスに
注意しなければいけないということで、例えば、わ
れわれの今、この会議のことを Facebook に出し
てあるので、それを例としてお見せしていきたいと
思います。
　例えば、ここに始まる前の今日の朝、撮った写真
がもうすでに載っています。この辺は、きのうの作
業の準備段階です。もう少し下げていくと、今日の
パネラーたちの紹介とかいうものが出ているという
ことで、大変、広報をするには良いし、実際に参加
した人たちの感想なども、はっきり結果として分か
るので、どういうものを企画していくかというとき
などにも役立つということで、大変有効なことが
今、判明しつつあります。
　この美術対話委員会の中で、まだ実現はしていな
いけれども、日米の美術活動というものが分かるよ
うなウェブサイトというか、ポータルサイトを作ろ
うじゃないかという話題が出ております。そして、
2 カ国語による相互の美術や美術館活動の情報を集
める。どこでどんな展覧会が行われているのか、あ
るいはどういう講演会があるのか、それから保存修
復のためにどういうキャンペーンを張っているの
か、あるいはどういう作品が修復されてきたのかと
か、さまざまな情報を見ることのできるような、そ
ういうウェブサイトを作れればいいねということ
で、そのことに関しては、また明日の委員会でかな
り詰めた話ができるかと期待しております。
　そして、学芸レベルでのいろいろな交流を盛んに
しようということで、ビジュアルアートの分野で、
国際交流基金と日米友好委員会の間での交流をもっ
ともっと活発にしていこうじゃないかとか、あるい
は美術館や博物館の日米交流をもっともっと促進し
ていこうというようなことも話題になりました。
　その具体的な方策として、例えば、大学院生のレ
ベルでは日本美術史に関する国際大学院生会議

（JAWS）というような活動が行われているから、
日本と米国の学芸員レベルでの JAWS のようなプ
ログラムを作ることができないか、そういうワーク
ショップを開催することができないか。あるいは、
まだ実現はしていませんけれども、さまざまな美術
館などの交流を、日本から毎年 2 名向こうへ送る、
アメリカから 2 名来てもらうというようなことを
スタンディングに推進することができないかという
ような提案もなされています。
　それから、将来には、この美術対話委員会を中心
として、日米が協力し合って、ある合同企画展など

も開催することができないものか、それから資金集
めなども一緒にやる、あるいはその情報をお互いに
伝え合うというようなことができないかということ
を考えております。
　日米美術対話委員会では、これ以外にもさまざま
なことを話し合ってきました。それは、またこの後
のパネラーの方々からも紹介があるというので、こ
れから少し違うことをお話ししていきたいと思いま
す。
　違う相手の文化あるいは自分の文化を研究した
り、あるいは美術の歴史を研究したりするとき、大
きく分けると 3 つの段階があるんじゃないかと。1
つは、自分自身の文化や自分自身の美術史を研究し
ていく場合。日本では、日本人が日本美術史を研究
していく、それを深めていくという段階が 1 つあ
ります。その次には、ほかの美術などと比較して、
自分自身の美術や文化を相対化するという研究があ
ります。もう 1 つは、違う国の人々、違う文化に
属する人が、例えば日本美術を研究するというよう
な段階。大きく分けると、この 3 つの段階になる
と思います。
　例えば、最後の、その文化に属さない文化で育っ
た人がある文化、例えば日本美術を研究するという
ような、異文化としての研究というものの例とし
て、今、ブリティッシュミュージアムで行われてい
る、 春 画 展 が 挙 げ ら れ ま す。 こ の 春 画 展 で は、
1600 年から 1900 年ぐらいまでの春画のことに関
して研究していて、それが漫画やアニメ、あるいは
入れ墨などに影響を与えているというようなことを
非常に精密に解き明かした展覧会が開かれておりま
す。それをちょっとインターネット上で見てみたい
と思います。
　去年、私たちがホノルルで美術対話委員会を開い
た時に、ちょうどホノルルの美術館でも春画の美術
展が行われていて、大変素晴らしい展覧会でした。
この企画を中心として構成したティム・クラークさ
んがウェブサイトの下のところに出ています。今、
大変に面白い、素晴らしい展覧会が行われていま
す。
　先ほど言った、文化研究の 3 段階とすると、この
春画展は大英博物館で行われているから、そして
ティム・クラークさんのような方々が中心になって
いるから、異文化としての研究です。ですから、文
化研究の 3 つの段階からすると、文化研究が一番成
熟してきた段階の時に発達してくるものが今、ブリ
ティッシュミュージアムで行われているわけです。
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　そうすると、われわれはむしろ、イギリスで育っ
た方たちが中心になってブリティッシュミュージア
ムでやった日本文化の研究を参考にしながら、春画
というものをもう少し幅を広げて、例えば、これは
勝 手 に 書 い て み た ん で す け れ ど も、Sex and 
Pleasure in Japanese and European Art と い う
ような、相対的な比較研究ができるのではないか
と。そして、そういう研究がもとになれば、いつか
は日本で、春画の展覧会やシンポジウムを開くこと
ができるようになるのではないかと。
　もうちょっと簡単にいえば、春画はある特殊な美
術ジャンルですけれども、素晴らしいジャンルなの
です。というのは、ヨーロッパなどではこういう春
画に相当するような分野はあまりなくて、ポルノグ
ラフィという分野がありますけれども、ポルノグラ
フィの場合は非常に不幸な歴史的経緯があって、
16 世紀ごろからポルノグラフィを使ってその中に
その時々の権力者の顔などを埋め込んで、権力者を
誹謗するような政治的手段として使われてしまった
ので、政治的な圧力が早い段階からかかってきてい
ます。そのために、体制派とその体制を批判する側
の中間にあって、もまれてしまってきたのがポルノ
グラフィの歴史です。
　ところが、日本の春画は、そのような政治的に権
力者を誹謗するような手段にはほとんど使われてこ
なくて、しかも、普通の、きちっとした江戸や大阪
などの町下の子女たちは、例えば、お嫁入りすると
きにはこういう枕絵などをお嫁入り道具として持っ
ていっていました。
　日本で春画研究の代表的な人として、国際日本文
化研究センターの早川聞多という先生がいますけれ
ども、彼のところには今でも 80 歳、90 歳のおば
あさんが、私がお嫁に行く時にはこういう春画の本
を持ってきたりしたと。だけれども、今さら自分の
娘に渡すのも恥ずかしいから、あなたは研究者だか
らこれを引き取ってくれないかというような情報が
1 年に 1 件とか 2 件あるそうです。
　そういう意味で、ポルノグラフィと春画というの
はかなり違った社会的な存在物であるということ
を、われわれはもっと日本の中で堂々と示していか
なければいけない。ですから、最初に申し上げたよ
うに、普通は自国文化の研究の深化をまずやって、
それから相対的な研究をして、それから海外の研究
者が自分たちの研究をやってくれるというような段
階を踏むわけです。
　例えば、日本では戦前、日本の歴史とか、あるい

は日本の文学というのは、みんな国史とか国文学と
いう言葉を使っていました。ところが、今はだんだ
ん相対的な中で捉えていかなければいけないという
ことで、国史は日本史に、国文学も日本文学に変わっ
てきています。
　そういうふうに、徐々に自分たちの住んでいる地
域や国の中だけの文化というものを深めるのではな
く、あくまでもグローバル化したさまざまな文化の
中の一つとしてそれを捉えていこうという研究が盛
んになってきたからには、外国の方々が研究する研
究をそのまま自分たちの文化研究にも取り入れてい
く必要があるということで、このような 3 つの段
階があるのではないかと。
　われわれは、明日からまた専門的な対話を広げて
いきますけれども、そういうことも意識しながら、
相互の理解を深めていきたいと考えています。
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【第一部】アート支援の現在と未来

プレゼンテーション①　北川フラム　
SETOUCHI TRIENNALE 2013

北川：こんにちは、北川フラムです。今日は現在開
催中の瀬戸内国際芸術祭の話を通して、今、美術と
いうのはどういうふうに働いているかということを
中心に話します。それは、とりもなおさず美術とい
うのが非常に一人ひとりの生理に根差しているもの
であるから、当然、現代の日本あるいはグローバリ
ゼーションの非常に悪い面を痛烈に撃っているとい
うことをお話したい。
　瀬戸内国際芸術祭は、今年第 2 回目で、3 会期に
分けて現在秋版をやっています。第 1 回目は 3 年
前でした。なぜ 3 シーズンにしたかというのは、
豊かな水と、水が岩石を土に変えていったその豊か
な土との関わり合いの中から生まれています。よそ
の人から見ると、四季がある列島として考えられて
おり、その日本の四季を見ていただくということを
やっていきたいというために 3 シーズン、冬は
ちょっと厳しいので、春、夏、秋で始めています。
現在、平均すると一日約 1 万人の方がいらっしゃっ
ています。前回に比べて 2 割くらい実質的に多く、
なおかつ 3 泊 4 日というデータが出ていますので、
かなりの人たちが 3、4 日あるいは 1 週間を超えて
いらっしゃっている。半分は香川、岡山の人たちで
すが、その人たちが日帰りをやっているにもかかわ
らず、非常に長い滞留時間である。これが前回とか
なり変わっていること。特に外国の人が増えていま
すが、アジアの人たちが圧倒的に多いということが
今回の特色です。
　四季を表すために、原研哉さんによる春、夏、秋
というポスターができていて、海には風をはらんだ
旗がきわめて似合うということです。この芸術祭が
開かれた理由というのは、とにかく日本の中で海が
大切にされなくなった。特に、島が隔離されるもの
として使われてきた。それによって、もともと自由
な海、自由な止まり木としての島の人たちが、大変
な目に遭っている。このおじいちゃん、おばあちゃ
んの元気というものをアートが媒介になってできな
いだろうか、ということが出発でした。ですから、
アートが目的ではまったくありません。
　次に、なぜアートがそれなりに役に立ってきたか
といいますと、アーティストはこれがだいぶ今違っ

てきているわけですが、自分の作品をとにかく際立
たせるということだけではなくて、自分の作品があ
る場所、あるいはその背景を明らかにするような仕
掛けを作ろうとしてきました。この資産目録を作
り、そこに多くの人たちが島、海の魅力を感じて来
る。このサイトシーイングとしての観光が、地域の
人たちの幸せを感じる観光に変わる。誇りを持てる
ということが、アートの最初の役割として生きてき
たわけです。次にベネッセ、あるいは福武財団がやっ
てきた約 30 年にわたるアートサイトが大きな意味
をもってきた。これを活かそうということです。そ
の他いくつかの背景がありました。
　前回は 7 島、今回が12 の島が舞台になっています。
これは、難波津の昔から、大阪・近畿・奈良・京都
を含めて瀬戸内海を前庭にして、日本は元気になっ
ていったわけです。ところが、その島が逆に弱くなっ
てきたということがあります。瀬戸内海はどういう
島か。黒潮、親潮が日本列島でぶつかっている。そ
こに大陸の季節風が流れてくる。実に水が豊かな列
島です。日本の国土面積は、国でいいますと 61 番目。
海岸線は世界で第 6 番目です。つまり、日本列島に
渡ってきた人たちが浜、岬、洲、浦という海岸線に
沿っていろいろつながってきた。例えば、瀬戸内海
の海女族は、紀州に入りそれから太平洋岸を上がっ
て、北から来た人たちと気仙沼で一緒になっていま
す。気仙沼が世界の最大最強のまぐろ船団を持って
いるというのは、故あることなのです。
　そういった日本列島の成立の仕組みを明らかにし
たい。こうやって見た場合に、とにかくユーラシア
大陸の太平洋に面した東の環礁です。瀬戸内はその
中の港です。こういうかたちでこの列島が動いてき
たということから出発しないといけない。1 億
3000 万人近い人たちが住み、なおかつ人類種の中
でそれなりに面白い豊かな文化を作ってきたという
のは、極東の島国です。こういった地点からよく考
えないと、私たちは間違ってしまうだろう。これが
この地域を考える出発になりました。
　もう一つ、この列島の位置、あるいは成立以外に、
私たちはどこから来たかということをちゃんと押さ
えようというふうに考えたわけです。これは約 16
万年前と今いわれていますが、南アフリカで生まれ
たイブの子孫が動いてきました。今 70 億人いる地
球のすべての人は、16 万年前にさかのぼるとイブ
の子孫としてのホモサピエンスだったわけです。約
5 万年前に、第 1 次の人間の移動が始まりました。
第 2 次の人類の大移動が大航海時代です。もとも
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と親族であったアメリカ、あるいはアフリカの人た
ちを殺略し、奴隷にする。これ以来私たちは、事実
から申し上げますが、軍隊、貿易商、そして宗教、
宣教師によって、土地が大切だという現在にまでつ
ながるグローバリゼーションの流れを作ってきまし
た。これに対して私たちは、それぞれの場所に住ん
だ人たちが、それぞれの場所でどう生きるかという
ことをやった結果が文化であって、それをちゃんと
大切にしないとまずいということを出発にしたわけ
です。
　それはなぜかというと、最新の情報が最大ある、
そこに最短でアクセスするということが、今の価値
です。この価値でやる限り、地方は捨てられる、お
年寄りは捨てられる。これが今日本で起きているこ
とです。それをとにかくなんとかしなければいけな
い。それぞれの場所で生きてきた人たちがとにかく
重要であり、お年寄りが最も大切な、われわれにとっ
ての近しい人であるということをやっていかなけれ
ば駄目だということです。これが出発になりました。
　ここに映っているのは、ただの海です。人によっ
ては夏の海ということが分かるかもしれません。こ
れ（作品）が出てくると、これは瀬戸内海の美しい
海だということが分かります。つまりここでの作品
は場所に光と影を与え、あるいは言葉を与えている
わけです。これが主に瀬戸内国際芸術祭でやられて
いるアートといってもいいかもしれません。
　これが安藤さんの建築です。安藤さんは、主に瀬
戸内の作品によって知られていきました。建物の形
があるわけではない。この建物は風景の輸送の装置
として働いています。あるいは男木島。海賊の防御
のために、小さな島が斜面を精一杯に使って生きて
いる。そういう上に上がって、四方を見回す。そう
いう作品。これは豊島です。いろんなアートの制作
以外にそれぞれの島にテーマをもっています。豊島
は文字どおり豊かな島で、１万 2000 年前の遺跡も
出てきています。ところが今や、棚田がなくなり畑
がほとんど失われました。私たちの活動は、畑・田
んぼを再興することです。そこにこの稲穂と同じよ
うな高さで美術館ができました。ここにはわずかに
水滴が浮かび上がってくる。それがところどころで
溜まって流れる。それだけです。だけれども、豊か
な島の田畑を潤した水がテーマになっているわけで
す。これは 3 カ月、台湾から竹の名人たちが来て、
地元の人と共通の文化というものを確認し合った作
品です。
　この地域の資源をアーティストは発見していきま

す。過疎高齢化のもっとも典型的な事実は廃校が増
えていき、空き家が増えていくということです。こ
の空き家、廃校という現実。これをプラスの資源に
どう変えるかということで、建築家アーティストが
頑張りました。これは豊島横尾館です。あの世のよ
うな感じですね。これも非常に古い空き家ですが、
地元の食事を出すトビアス・レーベルガーのレスト
ランに変わりました。クリスチャン・ボルタンスキー
は、今 4 万人を超える人たちの心臓音のアーカイ
ブを作っています。これが典型的な作品です。空き
家・空地を使って非常に安いお金で、地元の食材、
魚・野菜を地元のお母さんたちが料理する。もちろ
ん建築家アーティストやシェフがプロとしてかか
わっています。
　これは、関西からプロたちが来てウイークエンド
に演奏をしてくれる。地元のお祭り、あるいは民俗
芸能を丁寧にフォローしている。再興したりしてい
ます。これは人気なのですが、例えばいりこで有名
な伊吹島では、いりこを獲ったあとの不必要な魚で
スープを作っている。これがアーティストの仕事で
す。大人気です。
　これは 6 万個の浮きです。これは島だけではな
くて、その属している観音寺市の人たち、ほとんど
全員が関わって作ったものです。つまりここにおい
て、場所の発見をアーティストがするわけですが、
その他者の土地に、いわばアーティストの妄想を植
え付ける。その中でいろいろな交渉、あるいはいろ
いろな意味での理解不能のことが起きている。それ
を説得していく中で、島に開口部が生まれ、それを
やっていくときにアーティストだけではなくていろ
んな人たちが手伝う。このときアートは、一人のアー
ティストの作品だけではなくて、地域の人の作品に
変わっていくわけです。これを島の人たちが誇りに
思う。こういったことが行われてきました。これは
アメリカのマイク＆ダグ・スターン兄弟の作品で、
いわば島の中にノアの方舟を竹で作るということ
で、地元の人たちの多くの参加がありました。
　これは最近のうれしい出来事です。男木島で子ど
もたちがいなくなって、学校が閉鎖されました。か
つてここにいた大人たちが、今の子どもたちを連れ
て、元気になった男木島を見に来た。その結果、3
家族 6 人いる小学生が来年からここに移住するこ
とに決まりました。廃校が実際にオープンしたわけ
です。こういう作品をアーティストたちは作りまし
た。われわれはまさかと思っていましたから、終わっ
た後掃除が大変なわけです。ペンキとか。
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　これは昔 130 キロもあった猪鹿猿を防御するた
めの石垣です。これは実際に今、役に立ちませんが、
もう一度島の人総出でかかわって作っています。島
の結集点にアートがなっているわけです。地元の人
たちは、お年寄りが多くほとんど参加できません。
これを全国から集まっている 5000 人くらいのサ
ポーターが、作品あるいは島とお客さんをつないで
います。これが非常に面白い。
　こういう中山間地あるいは島で生きて農業あるい
は漁業をやっているお年寄りに対して、主に都市で
何をやっているか分からないアーティスト、若者、
外国の方。つまり地域・世代・ジャンルが違う人た
ちがアートという、いわば赤ちゃんのような役に立
たない面倒で手間がかかる、そういったものをケア
することによってつながっていったということがあ
ります。実際に、香港大学、上海大学、ハワイ大学
の学生たちが、相当手伝いに来ています。
　つまり、先ほど言った軍隊あるいは貿易商に代
わって、わずかではありますがアートのフェスティ
バル、アート作りに関して動いている人たちが、観
光客あるいは外国人労働者と並んで新しい動きを起
こしています。
　今朝もこれをやってきました。南から上がってき
たいろいろな歴史を辿る、そういった旅も多く行わ
れています。昔あった源平の合戦をもう一度現代版
でいかしている活動に、アーティストたちが参加し
ています。音楽・ファッション・食・ダンス等です。
　ハンセン病で 100 年間隔離された大島という島
があります。1996 年にらい予防法が廃止され、ハ
ンセン病は普通の薬一つで治る病気として認定され
ました。当時 3000 人を超す人たちがおられました
が、1000 人以上が自分のふるさとに戻れなかった。
まだ偏見がたくさんあります。その 1000 人以上の
人たちが現在、80 人、81 歳を越えました。ご存じ
のように断種させられています。
　この場所から出なかった人たちが、大島の土を
使って焼き物を作った。これを頼りにカフェを始め
ました。あるいは、屈辱のあとである解剖台を、島
の人たちが海から引き揚げた。島の人たちの思いは
主に 2 つです。ここで生きてきた記録あるいは記
憶を残したい。将来この島が、子どもたちが遊べる
豊かで平和な島であると思っていきたいということ
です。多くの人たちが詩集・歌集を自費出版で作っ
ていました。
　あるいは、1992 年に島の周りをかすかに釣りで
動いている船が認められた。これが、腐っていたの

をもう一度引っ張り出して展示しました。そのほか
将来の子どもたちのための天空の水族館を作り始め
ています。これがアートの動きです。将来、世界の
子どもたちが国を越えていろいろなお芝居をやる、
キャンプをやる、という場所にしようという動きが
始まって、実際に動いています。
　もう一つ、新しい動きがありますが、これはバン
グラデシュが国を挙げて参加した高松港におけるベ
ンガル島です。岡倉天心以来、私たちはいろいろな
かたちでバングラデシュから縁をもらってきまし
た。そこではアーティストとアルチザンが共存して
います。今、出来上がったものを見せるというフェ
スティバルから、作って行く過程を共有するという
ことを始めたいということで、約 50 日来ていろい
ろな活動が始まりました。
　江戸時代、朝鮮通信使が日本に決定的な影響を与
えました。韓国と日本の共同プロジェクトが動き出
しています。これが廃校ですが、アジアの 7 つの
インスティテュートが共同で運営を始めました。日
本側がお金を出すわけではありません。つまり、一
つの集落を通してつながっていこう。私たちはこう
いう CULCON という動きと、それを補強するか
たちで、一つの集落を通してしか物が見られない時
代になっていると思います。これをちゃんとやって
いきたいということです。
　その中で、アートということのもっと根本にある
ものとして、アーティストは食、あるいはお祭り、
そういったものにかかわっています。こういったこ
とが今瀬戸内で起きていることであり、ある意味で
はもう一度生活文化、その地域に固有の文化という
ものに焦点を当てないと、今私たちは相当おかしい
ことをやっているのではないかということが、瀬戸
内国際芸術祭の中で分かってきたことです。

プレゼンテーション②　アイリーン・マーティン　
ファンドレイジングと展覧会

マーティン：こんにちは。アメリカの美術館の管理
職についている人ならば誰でも、ファンドレイジン
グ（資金集め）についてはご存じでしょう。私は特
に、展覧会でのファンドレイジングについてよく
知っています。なぜなら、ロサンゼルス・カウンティ
美術館で、12 年に渡り展覧会部門の責任者を務め
てきたからです。
　開発部門と展覧会部門は、美術館では比較的新し
い部門です。開発という言葉は初耳だという方もい
らっしゃるかもしれません。ファンドレイジングを
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行う意味で、今ではどの美術館にも基本的にある部
門です。スタッフがファンドレイジング、展覧会の
企画と実施という複雑な業務を行わなければならな
かったため、これらの部門が誕生しました。アメリ
カの中規模から大規模の美術館では現在、この 2
部門がないことは稀です。アメリカの美術館におけ
るファンドレイジングについて簡単にご説明したい
と思います。
　一般的には、ファンドレイジング・キャンペーン
は 4 種類に分類できます。この活動が「キャンペー
ン」と呼ばれていることに注目してください。キャ
ンペーンとは通常、政治や戦争などで使われる用語
で、十分な計画が必要であることを表します。まず
進行中の、通常出費に対する年間を通じたファン
ド・キャンペーンがあります。これは一般の人々に
はもっとも魅力の少ないキャンペーンです。なぜな
ら、管理部門の給与、電気代、維持費などに充てら
れるからです。続いて、スポンサー式や引き受け式
のキャンペーンがあります。プロジェクト、プログ
ラム、イベント、アクティビティ、イニシアチブな
どの特定の目的のためのキャンペーンですが、新た
な施設や環境制御機器などの資本的資産には使用さ
れません。そして、投資のための寄付キャンペーン
があります。投資による利益は、館長、上級学芸員
などの寄付基金職、教育プログラム、作品の購入、
展覧会など、様々な目的で使用されます。
　それから、資本キャンペーンがあります。これは
設備改善、新たな施設、主要設備などの費用に使用
されます。このキャンペーンでは、新たな拡張設備
の運用にかかるコストへの寄付も募ります。
　これらすべてのキャンペーンが同時に行われるこ
ともあります。戦略や、キャンペーンごとの寄付対
象者を、注意深く検討する必要があります。つまり、
学芸員が自ら寄付者を訪れて絵画の購入資金の寄付
を求める前に、開発部門に相談しなければなりませ
ん。その寄付者はすでに、より大規模な資本キャン
ペーンの対象になっている場合もあるからです。学
芸員が小さなキャンペーンのために寄付者を訪れる
ことにより、より大きな寄付を逃してしまうかもし
れません。
　大きな美術館の一般的な開発部門には、部門長の
下に、実施中のファンドレイジングの分野ごとに数
人のスタッフがいます。ファンドレイジングの分野
には、企業寄付、遺産相続を含む大口支援、一般贈
与、助成金、資産および寄付キャンペーンなどがあ
ります。

　ロサンゼルス・カウンティ美術館では、開発部門
には少なくとも 20 人のスタッフがおり、大きな資
本のキャンペーン、たとえば、現在行われているピー
ター・ズンターによる新たな施設のようなキャン
ペーンの期間中には、キャンペーン終了までスタッ
フが増員されます。ロサンゼルス・カウンティ美術
館、通称 LACMA のキャンペーンは、最高 1 億 4
千万ドルです。ファンドレイジング・キャンペーン
に関わる開発部門以外のスタッフは、館長、役員、
財務部門、マーケティング、展覧会、学芸員、修復、
写真、グラフィックデザインなどのスタッフと、必
要に応じてその他のスタッフが加わります。いわ
ば、美術館全体が関与しているようなものです。
　この円グラフは、4 つの美術館の年間収入を表し
たものです。各美術館のウェブサイトに掲載された
財務レポートをもとに作成した円グラフです。略称
を説明しましょう。MMA はメトロポリタン美術館、
PMA はフィラデルフィア美術館、AIC はシカゴ美
術館、LACMA はロサンゼルス・カウンティ美術
館です。円グラフで表したこれらの美術館は、州政
府に非営利組織として登録されています。非営利組
織とは、事業で得たいかなる利益も組織に還元し、
市民または地域の利益のために活用するということ
です。
　ある年の利益の内訳を見てみると、これらの組織
の支援の多くは民間からのもので、政府からの支援
はごくわずかであることがわかります。まず青、次
に赤、そして緑を見てください。これは民間からの
支援です。各美術館の収入の 50% 以上が民間から
となっています。メトロポリタン美術館は 59%、
フィラデルフィア美術館は 74%、シカゴ美術館は
69%、LACMA は 56% が民間からの支援です。こ
れらの美術館の違いは、その創立年数です。メトロ
ポリタン美術館は創立 144 年、フィラデルフィア
は 138 年、シカゴは 121 年で、一方の LACMA は
創立わずか 53 年です。美術館の創立年数の長さが、
美術館への大口寄付者の獲得数の違いに現れます。
寄付者との関係を構築し、寄付を獲得するには時間
がかかるのです。
　LACMA の場合では、紫の区分が 26% であるこ
とがわかります。この円グラフでは「市」となって
いますが、LACMA の場合、実際は郡からの支援
金になります。LACMA の収入の 3 分の 1 を郡が
担っています。メトロポリタン美術館の水色の区分
を見ると、収入の 31% が補助収入であることがわ
かります。つまり、収入の 3 分の 1 近くが補助活
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動からのものなのです。補助活動とはなんでしょう
か？ショップや商品カタログ、レストランなどの収
入のことです。その収入は非常に大きいのですが、
それは、ニューヨークは何百万人もの観光客が訪れ
る一大観光地であり、その中でもちろんメトロポリ
タン美術館は欠かすことのできない場所だからで
す。メトロポリタン美術館は、観光業をうまく活用
し収入を得ています。
　では、LACMA のウェブサイトを見てみましょう。
アメリカの多くの美術館が、一般市民や企業からの
寄付をどのように募っているかをご紹介します。
ウェブサイトに記載のある分野以外にも、LACMA
には前述のとおりの資本キャンペーンがあり、さら
に、毎年恒例のイベントがあります。毎年恒例のイ
ベントとはベネフィット・ガラです。ハリウッドセ
レブなどが集うきらびやかなイベントで、美術館の
理事とレオナルド・ディカプリオが共同主催してい
ます。そして、映画産業のビジュアル・アーティス
トや著名人に賞を授与します。1 年目の受賞者は
ジョン・バルデッサリとクリント・イーストウッド
で、2000 人以上の多くの参加者が集まりました。
ガラのテーブル代は 10 万ドルです。このイベント
では、400 万ドル以上の寄付金を集めようとしてい
るのです。非常に大きな労力や時間、そして多くの
ボランティアの力が必要となります。
　では、ウェブサイトに話しを切り替えます。これ
が LACMA のウェブサイトです。トップにはいく
つかのカテゴリが表示されています。「Support（支
援 ）」 と い う カ テ ゴ リ を 見 て み ま し ょ う。
Membership（メンバーシップ）、Give（寄付）な
どのカテゴリがあります。「Give」とは、寄付のこ
と で す。 左 側 の「Give（ 寄 付 ）」 の 下 に は、
LACMA Fund（LACMA 基 金 ）、Corporate 
Partnerships（企業パートナーシップ）、Planned 
Giving（計画的な寄付）などのカテゴリがあります。
これらすべては、美術館へのさまざまな寄付方法を
表したものです。まず「Planned Giving（計画的
な寄付）」を見てみましょう。ここでは寄付方法を「A 
Lasting Legacy（後に残る資産）」としています。
その中には、LACMA 's Legacy Circle（LACMA
の 資 産 団 体 ）、Bequests（ 遺 贈 ）、Life Income 
Plans（終身所得制度）、Retirement Plans（退職
金制度）、Life Insurance（生命保険）などがあり
ます。これは、寄付の一環として、遺書の受取人に
LACMA を指定したり、LACMA の提供する退職
金制度や年金制度にお金を預けるようお願いしてい

ます。LACMA は銀行や保険会社のように、「お金
を預けていただければ、退職後の収入を保障しま
す」と言っているのです。美術館は知恵を絞り、様々
な方法で収入を得ようとしています。
　これはファンドレイジングの一環であり、毎年新
しい仕組みが生み出されます。現在の大きなキャン
ペーンとして、古い車や、もう使っていないセカン
ドカーを美術館へ寄付する活動があります。美術館
がその車を売って得た利益は、美術館への寄付とな
ります。
　 次 に、「Corporate（ 企 業 ）」 を 見 て み る と、
Corporate Membership（企業メンバーシップ）、
Exhibition Sponsorship（ 展 覧 会 ス ポ ン サ ー）、
Program Sponsorship（プログラム・スポンサー）
な ど の カ テ ゴ リ が あ り ま す。「Corporate 
Membership（企業メンバーシップ）」を見てみると、
メンバーとしての寄付はいくつかのレベルに分かれ
ています。しかし、企業が最も興味があるのは、メ
ンバーになるとどのような特典があるのかというこ
とでしょう。特典を見てみると、社員への無料入館
券の提供、他の 24 もの美術館との相互メンバーシッ
プ、特別イベントへの招待、企業の顧客のため美術
館でのプライベート・パーティの開催、VIP パス、
美術館ガイドによるプライベート・ツアー、ミュー
ジアムショップの割引などがあります。これは、企
業メンバーとなった場合の一般的な特典です。
　次に、「Membership（メンバーシップ）」を見て
みましょう。メンバーシップには様々なレベルがあ
ります。個人の場合、例えば 60 ドルの寄付の場合
の特典が記載されています。金額が変われば、特典
も変わります。
　メンバーシップからは、非常に大きな収入を得る
ことができます。なぜなら、年間 15,000 人以上の
メンバーシップ登録があるからです。LACMA だ
けでなく、通常美術館は、このようにして収入を得
ています。どの美術館も同様です。フィラデルフィ
ア美術館、メトロポリタン美術館、近代美術館など
でも、ウェブサイトを見れば様々なレベルのメン
バーシップとその特典が記載されています。どの美
術館でも、来場者を惹きつけ、そして、再訪を促す
よう努力しています。
　アメリカのほとんどの美術館が、展覧会のファン
ドレイジングを行っています。実際に、ほとんどの
美術館では、ファンドレイジングを行うことなく展
覧会を開催することはできません。毎年毎年、いく
つもの展覧会でファンドレイジングをしなければな
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らないことを考えると、とても憂鬱になります。美
術館によっては、幸運にも寄付基金を展覧会に流用
することができます。その他の美術館では、運用資
金の一部を展覧会に流用しなければならないことも
あります。
　基本的に、展覧会にはファンドレイジングが必要
です。展覧会の計画をいつ開始するか、また、その
ファンドレイジングをいつ開始するか？大きな展覧
会では、計画開始から展覧会の開始まで少なくとも
5 年は必要です。そしてその期間にはおそらく、学
芸員が展覧会のアイディアを考え、調査する期間は
含まれないでしょう。主な企業出資者は、該当会計
年度以外の出資は考えていません。該当会計年度と
は、通常展覧会の会期開始の 12 か月前後となりま
す。つまり、展覧会と、スポンサーの予算スケジュー
ルがかみ合っていないのです。そのため、展覧会を
行うには、計画と、創造的な予算策定が必要となり
ます。
　たとえば、学芸員が素晴らしい展覧会のアイディ
アを思いつき、開催の承認を得たとします。展覧会
の開催の 2 年前には、展覧会のカタログを作るた
めのファンドレイジングを行わなければなりませ
ん。しかし、現在までに集まった資金は、展覧会を
開催するには足りません。どうすればよいでしょう
か？取りやめるべきでしょうか？それとも、開発部
門が学芸員やその他のスタッフの支援のもと、今後
2 年間で資金を集められることを期待して続行すべ
きでしょうか？展覧会を中止するということは、学
芸員などの多くのスタッフが費やした 3 ～ 4 年が
無駄になるということです。さらに、スタッフの士
気も下がってしまうでしょう。しかし、プロジェク
トを続行することで状況はさらに悪化し、美術館が
赤字に陥ることも考えられます。この展示はほかの
展示よりも収益が高く、より多くの来場者が見込ま
れる、などの理由のために続行し、他のいくつかの
展覧会やプログラムを中止して収支を合わせる選択
をすることが、理想的ではないかもしれませんがあ
りえます。これは非常に難しい選択ですが、しばし
ば発生します。
　LACMA は、学芸員やその他のスタッフの時間
が無駄にならないような方法を選択しました。主要
な展覧会の案は、館長と展覧会委員会に提案する
と、承認または却下されます。承認されると、学芸
員は展覧会用の予算の少額を用いて調査を行いま
す。1、2 年後には、初期チェックリストと展覧会
概要にまで、展覧会案を発展させます。提案は館長

と委員会に渡され、最終決定が行われます。承認さ
れれば、資金が集められていなくても、展覧会は予
定に組み込まれ計画は進められます。
　展覧会部門がプロジェクトの予算を管理し、承認
された各展覧会の算出コストを 5 年間にわたり記
録します。運営予算から毎年、展覧会に予算が割り
当てられます。展覧会によっては、所要コスト全体
を網羅するほどの資金が集められなかったとして
も、プロジェクトは進められます。すべての展覧会
の予算は決められており、それを超えることはでき
ません。展覧会のために集められた資金の総額が予
算を超えた場合は、超過した費用はその展覧会には
割り当てられません。展覧会に補助、寄付、スポン
サー提供を受けたすべての資金は、通常展示の基金
に組み込まれたり、運営予算からの補償金の返金に
充てられます。LACMA ではこのようにして、学
芸員が 2 ～ 3 年に渡り賢明な努力を続けた末にプ
ロジェクトが中止され、学芸員の時間が無駄になっ
たり、学芸員の士気が下がったりするのを防いでい
ます。
　ファンドレイジングはいつから始めればよいので
しょうか？展覧会のファンドレイジングは、調査基
金に申し込んだときから始まります。大きな組織は
多くの場合、NEA または NEH の助成金へ申し込
みます。NEA は全米芸術基金、NEH は全米人文科
学基金のことです。または、特定の分野の展覧会の
調査を支援する財団に申し込みます。そのような財
団には、アメリカの芸術品の展示の資金を支援する
テラ財団や、現代芸術を支援するウォーホル財団な
どがあります。また、個人の支援者もいます。特定
の分野の支援をしてくれる支援者はしばしば、初期
調査の資金を提供してくれます。このような資金
は、多くの場合、展覧会のテーマについて大学との
共同のシンポジウムのために使われます。シンポジ
ウムでは、展覧会のアイディアやテーマを掘り下げ
ていきます。
　次のステップは、展覧会の実施のためのファンド
レイジングです。計画フェーズの出資者の中には、
実施フェーズに出資してくれる人もいます。NEH
は、実施のための資金も提供してくれます。同時に、
企業スポンサーや善意の寄付への計画と募集も始ま
ります。展覧会の学芸員は、魅力的な図を添えたプ
ロジェクトの案内を作成します。時には、展覧会の
初期デザインが添えられることもあります。スポン
サー候補にできるだけアピールすることが目的で
す。展覧会部門は、展覧会の総支出について、簡潔
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かつ明確な予算を立てます。予算には、展覧会の支
出のみならず、人員費および間接費も含まれます。
開発部門はそれに基づき、寄付の様々なレベルに応
じた特典パッケージを追加し、魅力的なパッケージ
を作り上げてスポンサー候補へのプレゼンテーショ
ンを行います。
　最終的に最も重要なのは、個人的なつながりと、
学芸員や開発部門の役員とスポンサーや寄付者との
間のつながりです。成功を収めるには、このような
寄付候補者との長期間にわたるつながりを持つ必要
があります。個人的なつながりを育むことで、美術
館に対する信頼を得ることができ、資金提供や寄付
のお願いをし、支援を受けることができるのです。
　最後に、ファンドレイジングは簡単ではありませ
ん。むしろ、非常に困難です。非常に多くのスタッ
フや部門全体が携わる必要があります。しかも、子
供のころから誰もがチャリティにお金を出してい
る、寄付という文化が根付いたアメリカでさえもで
す。ファンドレイジングはアメリカ文化の一部であ
るといえるでしょう。ありがとうございました。

ディスカッション

山梨：それでは、ディスカッションに入っていきた
いと思います。まず、このテーマによるプレゼンテー
ションの中で、北川さんは、むしろファンドレイジ
ングというのが金銭の問題ではなくて、人の協力と
共感をどうやって得ていくか、それこそが美術に関
わるような作業としてとても大きな力になるんだと
いうことを背景に含んだ、興味深いお話をしていた
だきました。
　アイリーンさんのほうからは、日本の社会ではと
ても考えられないような労力と、あるいは社会の仕
組みというものも関係してきますけれども、それに
よってどうやって美術館運営のお金を集めていくか
という非常に興味深いお話をいただいて、日本の社
会制度あるいは日本の美術館のあり方の中ではなか
なかそのままお手本にできないこともありますけれ
ども、中にはとても参考になる部分もありました。
　この 2 つのプレゼンテーションに関して、まず
は壇上に登っておられる方でご意見、ご感想、ある
いは質問がありましたらどうぞ挙手をなさって、発
言をいただきたいと思います。では、山田さん、お
願いいたします。

山田：ファンドレイジングの話をとても興味深く伺
いました。私も少しだけアメリカに住んだことが
あったんですけれども、本当にいろいろなところか
ら寄付の依頼が来ました。私はボストン美術館のメ
ンバーシップを持っていたのでそこからはもちろん
ですけれども、チケットを一度でも買うと、オーケ
ストラから来る、美術館から来る、バレエ団から来
る、もうどこに寄付していいのかよくないのかが分
からないぐらい来るんです。
　そういう文化の中で、例えば一般の方がそんなに
あちこち寄付できるほど豊かな方ばかりではないと
思うんですけれども、ドネーションの割合として少
数の非常に大きなドネーターによって支えられてい
るところが多いのか、あるいは本当に少額のドネー
ションをたくさん集めて何とかやっている場合が多
いのか、その辺の構造がどうなっているのかちょっ
とお聞きしたいなと思います。

山梨：アイリーンさん、その辺はいかがでしょう。

マーティン：両方だと思います。多くの資金が必要
となる場合、たとえば、LACMA の 1 億 4 千万ド
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ルの設備キャンペーンなどの場合は、最初から個人
の支援者にコンタクトはとりません。まず役員や館
長などと共に、一般に募る前に、8 割から 9 割のファ
ンドレイジングを行います。事前調査により、大き
な金額を寄付してくれる人々が誰なのかはわかって
います。これは、2 千万から 3 千万ドルの大口の寄
付者のことです。その後、9 百万ドル程度の寄付し
てくれる人に当たります。次は百万ドル、と徐々に
対象金額を下げていきます。目標金額の 8 割から 9
割を達成した後、百ドルや、時には十ドルを寄付し
てくれる個人さえ対象とします。仕組みはこのよう
になっているのです。非常に裕福な人と、一般の人々
の両方がいます。3 百万ドルを寄付する百万長者と
同じように芸術を愛し、美術館に関わったと感じた
いと考える人がいるのです。美術館の開発部門で
は、大きなキャンペーンにはこのように取り組んで
います。

山梨：ありがとうございます。モースさん、お願い
いたします。

モース：少額の寄付者に参加してもらう理由はもう
一つあると思います。それは、高額寄付者は、特定
の機関やプログラムに対して、地域コミュニティか
らの支援があるか知りたいと考えるということで
す。そのために、より小さなグループの人々にも働
きかけているのです。

山梨：白原さん、お願いします。

白原：私は 7 年間アメリカの美術館に勤めた経験
がありましたので、アイリーンさんのお話を非常に
懐かしく拝聴いたしました。今回の資料に出してい
ただいたメトロポリタンやフィラデルフィアなどの
資金の分析というのは、とても興味深いと思ってお
ります。直接、私ども日本の美術館に役立つ、役立
たないというレベルでなくても、自分の美術館、博
物館がどのような資金のバランスがいいのだろう
か、どこから集められるのかということを考える非
常に興味深い資料ではないでしょうか。先ほどおっ
しゃられたように、非常に長い歴史を持っていると
ころはファン層が厚く、それによって基金の割合が
多いですとか、それぞれの館の場所や歴史の中で有
効な方法を考える意味でも面白いのではないかと思
います。
　一つ申し上げたいことは、一つどこかの美術館の

メンバーになるといろいろなところからメンバー
シップや寄付のお願いが来るということについてで
す。これを美術館側から捉えると、「あなたのお友
達はみんなこのぐらいのお金を出してこのレベルの
ディナーを楽しんでいます、あなたもそのクラスに
ふさわしい人ですよね」ということを美術館側が示
すことで、「そうか、このぐらい社会や文化に貢献
しないと自分のステータスとしては恥ずかしいのか
な」と思わせるという、社会や教養に訴える仕掛け
を作ることが、欧米の美術館はあるように思いま
す。
　私が勤めていた美術館ではそれぞれのランクに、
アンバサダー、プレジデントといった名前をつけ、
それぞれのレベルにふさわしい特典を設けることで
巧みにファンドレイジングをしていました。

山梨：どうもありがとうございます。栗原さん、お
願いします。

栗原：私ども国立の場合は、だいたい予算収入の 6
割から 7 割が国費なんです。運営費交付金という
形で、国立博物館・美術館の場合は文化庁からお金
をもらってやっていると。寄付金というのはどれく
らいかというと、まあ 1 割に満たないというぐら
いです。それぐらい違いがあるわけです。
　実は、私も 4 年ほどニューヨークにおりまして、
同じようにすごい寄付金の攻撃に遭いまして、その
中でも特に攻撃が強かったのがメトロポリタン
ミュージアムとスミソニアンだったんです。やはり
同じようにたくさんランクに分かれていて、今キャ
ンペーンやっていて、今だったらこの値段でワンラ
ンク上げるからどうだとか、今ちょうどこういう
キャンペーンだからぜひあなたの力が欲しいとか、
そういう電話がかかってきて、大変な思いをしたん
です。
　それはそれとして、私ども独立行政法人になっ
て、今まさに寄付金集めをやっているところなんで
すけれども、非常に勉強になったのは、アメリカで
はそういった寄付を集めるだけじゃなくて、そう
いった寄付がどういう使われ方をしているのかとい
うことをはっきり明確に示しているんです。
　日本ではいろいろ寄付金を集めてもなかなかそれ
がどういう使われ方をしているのかというのが明ら
かになっていないので、最近ようやく東京国立博物
館でも一応募金箱を設けるようにしたんですが、そ
の脇に、このお金を使ってこういった文化財を修理

19



しましたという展示をするようにしました。それか
ら、簡単に寄付金ができるように、ホームページ上
からクレジットカードを入力してクリックで寄付が
できるといったシステムを導入するようにしまし
た。私もアメリカで学んだことを生かしながら、少
しずつ日本でも、国立文化財機構でもそういった寄
付集めをしているところなんです。
　ただ、そうは言っても、まだまだ日本にそういっ
た寄付文化がなじんでいないということもあって、
もっとファンドレイジングしないといけないという
お叱りを受けて、今、研究しながら努力していると
ころですと、毎回、謝っているところであります。
今後ともこういったアメリカの事例も参考にしなが
ら、そういった努力をしたいというふうに思ってい
ます。

山梨：どうもありがとうございます。

クィグリー：私は 2 つの点についてコメントした
いと思います。最初にアイリーンさんの展覧会の
ファンドレイジングについてのプレゼンについて、
賛辞を送りたいと思います。そして、シカゴ美術館
でも同じやり方で行っていると付け加えさせてくだ
さい。まず提案をし、初期承認を受けてプロジェク
トを進め、ファンドレイジングを行い、最終承認を
受けるという彼女の説明した手順は、我々の手順と
まったく同じであり、このように進めるのが望まし
いと感じています。
　2 点目は、このことに言及しないとするならば、
技術者としては怠慢と言われてしまうでしょう。そ
れは、クラウドソーシングによるファンドレイジン
グの可能性を秘めた現在、ファンドレイジング全体
が転換期を迎えているということです。さらにアメ
リカでは、少額の支援につながる運動を多くの人々
が熱狂的に支持し、その結果、十分なファンドレイ
ジングが行われた、という現象を体験しました。美
術館の世界ではいまだ予算算出に大きな割合を占め
るほどの成功を収めたり、価値の検証が行われたり
してはいませんが、可能性はあると思います。もち
ろん、それはオバマ氏のキャンペーンという政治の
世界から台頭してきたものではありますが、さらに
詳しく言えば、近年のすべてのキャンペーンでは、
少額ずつの支援を多くの人々から集める、という点
で素晴らしい成果を上げています。そして、収支の
バランスが取れ、必要なファンドレイジングが行わ
れています。私たちは、それを参考に、一般大衆に

確実にアピールすることを目指しています。また、
若い世代へのアピールも行っています。若い世代が
年を経ていくにつれ、多くの支援をしてくれるので
はないかと期待しています。

山梨：　どうもありがとうございました。寄付を募っ
てファンドレイジングをするというのは、日本の社
会そのものに「美術館の運営というのはそういうふ
うに成り立っているんだ」という広い共通理解がな
いとなかなか難しいし、クラウドソーシングや差別
化ということをうまく日本の社会に根付かせていく
には、とても時間がかかると思います。
　例えば、私は今、町内会の役員をやっていますが、
共同募金は義務ではないんですが、戸別訪問すると
必ず全員が出してくれます。そういう、一種、義務
ではないけれども義務的な感覚だとか、あるいは社
会奉仕、社会貢献という感覚をどうやって育ててい
くか。これは美術館だけの問題ではありません。差
し当たって美術館運営をするときに、私も以前、公
立におりましたが、公立の財政状況はものすごく今
ひどいものになっている。その中でこのファンドレ
イジングといっても、館長クラスが一人で動いてお
金が集まるというのが日本社会ではないので非常に
難しいですが、このあたり、会場に公立美術館の館
長さんもいらしていますけれども、出川さん、いか
がですか。

出川哲朗（大阪市立東洋陶磁美術館 館長）：ファン
ドレイジングに関して、アメリカは特殊じゃないか
なと私が思うのは、日本の場合はお金ではなくて作
品を寄付してもらう場合が非常に多いわけです。税
制が違うとよく言われますけれども、例えば中国と
か韓国の美術館は、やはり公立が圧倒的に強いわけ
です。日本も恐らく公立が非常に強いということ
で、私立の場合もファンドレイジングして美術館運
営をしているというよりも、企業がちゃんとサポー
トしているわけですから、一般市民が寄付をすると
いう習慣というのがまずないわけです。もうわれわ
れの美術館は、しょうがないから、友の会組織を作っ
て何とかお金を集めている状況であります。

山梨：どうもありがとうございました。リンネさん、
いかがですか。

リンネ：私は、どちらのプレゼンにも非常に感銘を
受けました。特に、ファンドレイジングの文化の違
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いと、二つの世界の対照に驚きました。地元の経済
を活性化したり、景気が後退するなか、人口の減っ
ている国内の地域へ注目を集めるためにアートを使
用するというアイディアを紹介した、北川氏のプレ
ゼンは素晴らしかったです。そのような地域にアー
トが誕生すると、お金も集まり、注目も集まり、若
者とエネルギーも集まり、大変刺激的です。一方、
アメリカの美術館では、現在ある文化、つまり慈善
的な文化を活用して組織の支援を受けようとしてい
ます。
　私がいつも興味を引かれることは、こちらでも議
題に上っていましたが、それが常に特典や機会とし
て提示されていることです。税制が異なる日本でも
同様です。個人が NPO に寄付しても、さほどの税
制上の恩恵はないかもしれませんが、寄付という機
会が与えられるのであれば、お金を寄付することが
できる人にとっては、国際的なアピールになると思
います。
　全体をまとめるようなコメントをしますと、青柳
長官の話の中での、文化研究が発展する方法は 3
通りあり、お互いを高めあうことができるのであれ
ば、徐々に自身の文化についての理解を深めること
ができて、我々を取り巻く問題に対して新しい方
式、新しい方法でアプローチできるようになるとい
うお話を、大変ありがたく思っております。

山梨：もう一つ、金銭的なものだけじゃなくて、北
川フラムさんの瀬戸内国際芸術祭についてのお話の
中にあった、5000 人のサポーターが来て、金銭で
はなく支えていく層をどうやって育てていくかにつ
いては、これは金銭的なファンドレイジングから離
れて、私ども壇上に登っている人間、あるいは皆さ
まも含めて非常に示唆的なものがあったと思うし、
もう少し考え方を進めれば、現代のわれわれの時代
に生まれている美術というものが、近代あるいは古
い時代の美術のあり方からどんどん変わってきてい
るということを、まさに北川さんの発表で痛切に感
じさせてくださったと思います。
　その辺は、このフォーラムに出ている主題を巡っ
て今後さらに思考を深め、議論を積み重ねていく必
要があると思うんですが、差し迫って必要になって
くるファンドレイジングについて、日本の美術の世
界でその達人であった青柳前国立美術館理事長、
今、文化庁長官になられて、ファンドレイジングで
はなくて、私ども美術館に対してファンドオファリ
ングの立場になりましたので、今こういう現状を見

ながら、青柳長官として、あるいは美術について非
常にお詳しい方として、ご感想は何かありますか。

青柳：今、北川フラムさんのお話とアメリカの話を
聞いていて一番思ったのは、10 年ぐらい前に iPod
をアップルが出したときに、銀座にアップルストア
があるので行ってみたら、若い人たちが一生懸命
売っているんですね。自分たちのアップルの製品と
いうのはここだけにしかなくて素晴らしいし、それ
を買えば値段以上のよさをあなたがたは得ることが
できますという形で、セールスしてくるのです。
　それと同じように企業の場合にも、規模が小さい
ときはみんなそれぞれのメンバーが、まさに経営ス
タッフであるかのように一生懸命働く。こういう精
神的な統一と、目標が明確であることと、その目標
のためにみんなが一致して動くということが、おそ
らくファンドレイジングの基本ではないかと思いま
す。
　ですから、北川フラムさんが今やっていらっしゃ
ることも、非常に規模のいいコミュニティを選択し
て、そこで素晴らしい人づくり、地域活性化、いろ
いろなことをやっている。ところが一方で、あれが
もう少しずつ大きくなって大企業的な規模になった
ときにはどうなるか。そのときにアメリカのよう
な、ドネーションというものが社会システムの中に
きっちりあって、寄付をするということが社会的に
生活していくための一つの礼儀になっているという
か、作法になっている。そういう意味で、小さな規
模のとき、中規模のとき、大規模のとき、それから
社会的な広がりを持ったときにどうなのかというこ
とを、考えなければいけない。
　例えば日本でも、皇居に奉仕団が来ていてお庭な
どを今でもお掃除しています。これは一つのファン
ドレイジングというか奉仕団であって、そういうも
のは昔から宗教団体では必ずあったわけですね。で
すからやっぱり文化・美術で、ファンドレイジング
をやっていくときには、そのことに対する理解と積
極的な関わりをしたいという憧れや愛情、そういう
ものが一番基本になるんじゃないかと思います。

山梨：どうもありがとうございました。そういう意
味では北川さんのなさっていることはすごく示唆的
だと思いますけど、北川さんご自身は？

北川：瀬戸内国際芸術祭、あるいはそれに先行する
越後妻有の大地の芸術祭に関して申し上げますと、
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サポーターの数は多いですが、圧倒的にエネルギー
を使っているのはお金集めです。越後妻有で言いま
すと、3 年間で行政が出しているお金は 1 億。だけ
れども、パスポート売り上げが、これはある意味で
ドネーションと同じなんですね。これが 2 億。寄
付協賛が約 2 億です。つまり、行政が出している
お金、主催者以外のお金を 4、5 億集めているとい
う異常なことをやっているんですね。そうでなけれ
ば今、日本でできない。
　それとあともう一つ、せっかくお世話になってい
るお二人がおられて恐縮ですが、アメリカのドネー
ションのシステムは 20 年前に日本でかなり言って
いて、今まだこの話をしているようではまずいと思
います。もう 20 年前にはっきりしているのに、皆
さんアメリカに行ってこうだなんていう話を今、し
ているようでは、時代が四半世紀前に戻ったような
気が、僕はものすごくしていますね。

山梨：北川さんの非常に耳の痛い指摘がありますけ
れども、私ども国立あるいは公立の美術館にいる
と、基本は資金が自治体ないしは国から出ています
から、長い間美術館の運営はそういうふうに成立し
ているんだという思いが強すぎて、今ご指摘くだ
さったような、新しいファンドレイジングの道を開
拓していくという努力が不足しているというのは確
かだと思います。その辺も含めて今後は、実際にや
らなきゃということに、明日からでも向かっていか
なければいけないのでしょうけれども。
　幸い少し時間がありますので、会場のほうからご
発言いただきたいと思います。ついこのあいだまで
公立美術館にいて、今私立林原美術館の館長をな
さっている谷一さん、いかがですか。

谷一尚（林原美術館長）：3 月まで岡山市立オリエ
ント美術館の館長をしていて、4 月から林原美術館
の館長に移りました。皆さんご指摘のとおりで、今、
地方の公立はルーティンの予算以外がなかなか難し
いので、例えば岡山のオリエント美術館も設立 33
年目のときに、だましながら使った空調機械を全面
改装しようということになりまして、そのときは麻
生内閣の緊急経済対策費を 3.2 億円ぐらい、要する
に国の資金をいただいて、初度調弁以来の空調の全
面改修をやらせていただきました。
　そのあとも例えば iPod とか解説機械をお客さん
が持ってくると、解説がお客さんの機械でできるよ
うなシステムを文化庁からの 1500 万円くらいのお

金で作りました。これはオリエント美術館だけでは
なく地域の美術館が汎用で使えるようなシステムに
して、今、徐々に広めているところです。
　おっしゃったとおりで、公立の体質というのは自
分のところと国の補助金というかお金を頼りにする
というところがあります。先ほど出川さんがおっ
しゃったように、日本の美術の場合は、税制もある
のだろうと思いますが、なかなか寄付という形で個
人からお金が入ってくるということは、特に公立の
場合はあまりありません。
　寄付というと、これは美術品の寄付の形で来ま
す。オリエント美術館は日本に公立では一つしかな
いので、日本全国から何年かに一度は 1 億とか 2
億ぐらいの評価の美術品の寄贈があります。そうい
う形で、購入ではなくて収蔵しているというような
現実があります。出川さんと同じですが、やはり友
の会の人たちのボランティアや資金援助を得て、い
ろいろな経常経費をやりくりしています。
　公立から財団に移りまして、林原美術館ですが、
これは会社が一度倒産しましたけれども、美術館と
美術品は地域の方々が署名運動をしてくださいまし
て、新会社がちゃんと支えてくれまして、100 パー
セント存続できたというような状態がございます。
　ですから、日本の美術を支える人たちというの
は、何かあって危機的な状況になると、火事場の馬
鹿力のようなものを出してくれて一所懸命になって
くださるのですけれども、それを経常的に支えてく
れるような組織を作り上げていく、地域起こしを
やっていく、特に若い人たちに理解してもらうとい
うのがこれからの課題じゃないかというふうに、今
日感じました。

山梨：どうもありがとうございました。企業経営の
美術館は非常に不安定な要素を持っていて、東京の
ある著名な美術館で、バーネット・ニューマンの「ア
ンナの光」という、非常に有名な大きな作品があっ
て、ついこの間新聞発表がありましたけれども、そ
の美術館を運営している企業がそれを売って、その
会社の年間の経常利益が 150 億だったのですが、
ニューマンの作品が 110 億円ぐらいで売れて、会
社としては大喜びであるというような、美術館の人
間としてはそれに対して何か意見を言わなければい
けないんじゃないかという話もしているんですが、
そういう不安定な要素を持っている。
　今日会場になっているこの大きな美術館も、大塚
グループが経営されていますけれども、その辺り、
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企業の美術館として運営の安定性を得るためにはど
うしているか。大塚美術館の館長さん、いかがでしょ
う。

大塚一郎（大塚国際美術館 館長）：本業のほうは大
塚ホールディングスというヘルスケアの会社ですけ
れども、基本的には事業の運営というのに関して
は、それをきちっとやっていくというのが一番大事
なことかなと、自分は思っています。ここの美術館
の場合ですと収支でまかなっておりまして、赤字に
はなっておりませんので、きちっと運営できている
のかなと思っております。

山梨：収支でまかなわれているというのは、入場料
とショップの売り上げで美術館の維持運営はできて
いると。

大塚：維持はできていると思います。財団 ( 一般財
団法人大塚美術財団 ) のサポートもありますけれど
も。入場料が非常に高いというのはあります。

山梨：入場料収入で運営がまかなえるというのは非
常に稀有な例だと、世界中でここぐらいしかないみ
たいな時代になっていると思います。
　まだまだ皆さん、おっしゃりたいこと、聞きたい
ことがあると思いますが、時間になってきましたの
で、このあと第 2 部に入って、もう一度またこう
いう機会をあとで持ちたいと思います。どうもあり
がとうございます。

【第二部】 
日本美術の保存と公開について

プレゼンテーション①　サム・クィグリー  
研究と解釈の共有のための芸術作品のデジタル化

クィグリー： こんにちは。ここで今日皆さんとこ
のテーマについてお話しできることは名誉であり、
また大変にうれしいことでもあります。非常に現実
的な観点で、ファンドレイジングからデジタル化に
ついて話しを移したいと思います。これは実際に
は、非常にたくさんのお金がかかる活動です。さて
前置きはこのくらいにして、さっそく開始しましょ
う。良いニュースとしては、たくさんのお金を投資
しましたが、その価値のあるものが出来あがったと
いうことです。
　私たちは 1 つのメディアから次のメディアへと
移る大きな移行期にいます。それは知識を紙からデ
ジタル形式へと変える、非常にわくわくする瞬間で
す。はじめに、そしてこれが何と関係してくるのか
を、少し見てみましょう。基本的に、私たちは文書
化されている膨大な量の情報を所持していますが、
この情報はデータベースや他のデジタル形式へ変換
する必要があります。高解像度での画像処理は、芸
術分野では、その変換作業において途方もなく重要
な作業でもあります。というのも、単純な識別に加
えて、非常に興味深い調査分析と新たな種類の処理
ができるため、芸術に関してよりすぐれた、より深
い理解が得られるからです。
　今のが非常に簡潔な「デジタル化とは何なのか」
についてのレビューです。「なぜ」は、おそらくもっ
と興味深いでしょう。先ほども申し上げましたが、
なぜ私たちは、これほどお金のかかる、この非常に
困難な作業をするのか。私にとっては自明のことで
すが、これは一般の人々にアクセスを提供するこ
と、そして世界的な規模でリソースを共有化する可
能性を生み出すことに関係があります。21 世紀の
近代美術館で経験したいと人々が思うことは、他の
人気の場所で得るものとまったく変わりがありませ
ん。地元の図書館またはスターバックスにワイヤレ
スを持ち込み、ほしいと思っている種類の情報を、
ほしい時に、情報を受け取るために自分のデバイス
を使用しているその場所で、ほしいと思っている方
法で入手できるアイディアのことを、私は言ってい
ます。ちなみに、これには自国語で経験できるとい
うことを含めています。そういえば今日の会議がす
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べて同時通訳で行われていることに非常に感銘を受
けていることを、ここで付け加えておかなくてはな
りませんね。
　もちろん、私たちがこのデジタル化を行うもう 1
つの理由は、コレクションに対して知的で物理的な
コントロールを手に入れることです。これらは確か
に重要な根本的動機となります。しかし私の視点か
らは、より主要な動機は情報の共有であり、先ほど
言ったようにウェブやインターネットを使って、
人々は実際に世界的な規模の共有ができるのです。

「どのように」については、あまり多くの時間を割
くつもりはありません。なぜなら、私たちはデジタ
ル化がここでどのように行われるかについて、すで
に大体の察しがついていると思うので。しかし、あ
えて言うなら、デジタル化には基本的に 2 つの選
択肢があります。クオリティが非常に高い撮影スタ
ジオを使うことが 1 つですが、大変な時間がかか
ります。もう 1 つのやり方は、私たちはすでに採
用しており、日本でも多くの人が採用していること
を知っていますが、高速画像化プログラム（rapid 
imaging program）を使用することです。私たちは、
頭文字をとって RIP と呼んでいます。RIP を使って、
対象物が保管されている場所の内部、またはその近
くで、非常に高速で画像化を行っています。これに
より、保管場所と撮影スタジオ間で対象物を往復さ
せる時間が節約できます。図書館用語の「リソース
ディスカバリー」という言葉（これはある人がどの
ように本やその他の資料を見つけるかということを
意味する言葉ですが）にちなんで、私たちが「ディ
スカバリーイメージ」と呼んでいるものを提供する
ことにより、ウェブが提供する画像に対する、非常
に大きな、ほとんどとどまるところを知らない欲求
に、積極的に応えようとしています。私たちはこの
同じ用語を、芸術作品の発見にも採用したのです。
　私たちが作るディスカバリーイメージは非常に高
い解像度ではありませんが、はっきりと識別するに
は十分なものです（もっとも長い辺で約 3,000 ピ
クセルです）。もし誰かが、ある物の画像を発見し
て、高解像度形式での公開を希望する場合には、よ
り高い解像度の画像を喜んでスタジオで撮ります。
ある意味、これは私が先ほど述べた、最初のディス
カバリーイメージを提供したあとは、スタジオでの
撮影プロセスの優先順位をつけられるよう、市場の
デマンドまたはクラウドソーシングデマンドに頼っ
ているということと一致しています。

　ここに 2 枚ほど、皆さんもよくご存知のはずの
昔ながらのスタジオの写真があり、それとは非常に
異なる高速画像の機材の写真が 2 枚あります。装
置はかなり安価で、持ち運びができ、一時的なもの
ですが、とても多用途に使えます。これを使用して
きて大きな恩恵を受けています。私たちは期待値を
設定し、非常に早いペースで質の高い画像を手に入
れました。計画の約 2 年間にわたり、およそ 7 万
の新しい画像を作ることができ非常に大きな恩恵を
受けています。これは 2 年前に行ったプロジェク
トで、近いうちにもう一度てこ入れするつもりのも
のです。
　この種の作品がもたらす当然の結果は、ウェブ上
で明白です。こちらを画面上で実際に読むことがで
きないことはわかっています。文字が小さすぎます
から。これらはシカゴ美術館のウェブ上のデータ
ベースの 2 画面です。左側に見えているのは検索
結果の一部です。そして右にあるのは詳細な画像で
す。これが私たちや他の美術館が世界規模でのアク
セスを提供するために現在行っている事業の典型的
なものです。以前ボストン美術館に勤めていた私と
しては、これほどすばらしい施設を単に “ 他の美術
館 ” と呼ぶのは、つらいものがあります。この美術
館が所蔵する日本の芸術作品コレクションの、皆さ
んにとっての重要性を考えると特にそう思います。
　ここで多分すでに皆さんがご存知であろうこと
に、少しだけ触れておきたいと思います。つまり、
ボストン美術館は過去 5 年ほどの間に、52,000 点
ほどの日本の版画をデジタル化してきましたが、そ
の中には他の宝物に交じって、スポルディング・コ
レクションからの 6,000 枚の摺られた当時のまま
の素晴らしい版画の画像があります。これらは現在
公開されており、ウェブ上で自由に鑑賞できます。
その多くが 2 カ国語形式になっており、それらは
まさにその本質から、私が最初に申し上げたとお
り、学究活動と知識の交換を促進しています。私の
以前の同僚たち、特にこのプロセスの陣頭指揮を
執ったアン・モースには頭が下がります。今ご覧い
ただいているのはボストン美術館のウェブサイト
で、左側に小さい画像が並んでいて、右手にはその
中の 1 枚のより詳細な画像が表示されています。
　控えめに言っても、今や日本の美術館もこのプロ
セスについて無関係ではありません。実際、皆さん
の中には高速デジタル化のプロセスを、他に先駆け
て使用した方々もたくさんおられます。おわかりの
ように、日本の国立博物館・美術館はこの分野では
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非常たくさんの作品があります。立命館大学は、国
内や海外で行ったデジタル化作業において有名で、
とりわけ、ブリティッシュミュージアムやスミソニ
アン、そして多くの他のヨーロッパの美術館などで
リーダーとなり、実際の技術作業を現場で行いまし
た。日本の国宝と文化財は、国立博物館や美術館の
さまざまなコンソーシアムならびに大学の分野で、
非常に適切に文書化されています。ここにその 1
例がありますが、これは皆さんも非常に良くご存知
だと思います。日本の国宝の 1 つで、非常に緻密
に表現されている美術品です。作品の美しい印象を
伝えるために右側に表示されているこの素晴らしく
詳細な写真も、みなさんにお見せせずにはいられま
せん。
　デジタルカタログの出版を通してのアクセスは非
常に重要で、オンラインデータベースによるコレク
ションの共有はすべての学究的な使用において最も
重要です。この種のデジタル出版は可能な限り最も
広範な流通のサポートもしますが、印刷形式の出版
が年々ますます高価になっているので、これはもち
ろん大変重要です。私たちが共有したいと思ってい
る知識基盤についての大きさを考えてみると、デジ
タル出版が唯一妥当な代替手段です。というのも、
印刷して出版するには量が手に負えないほど膨大
で、費用もかかりすぎるからです。私たちシカゴ美
術館では、今やデータベースのみならず、学究的性
質を持つ実際の出版物の制作もデジタル形式で、よ
り多く手がけています。ゲッティ基金から提供され
た資金は、OSCI と呼んでいるプログラムの開発に
使用しています。OSCI とは「オンライン学術カタ
ログ化の取り組み（Online Scholarly Cataloguing 
Initiative）」のことです。この支援により、私たち
が注目するのは、もはやデジタルデータベースのみ
ではなく、実際に書籍の制作というアイディアに飛
びついています。つまり、オンライン上の書籍形式
のデジタル作品です。基本的な情報の処理が終わっ
た後、デジタル化のプロセスがどこに向かうのかに
ついてのご参考として、私たちの作品スライドを 2
枚ほど見ていただこうと思います。ゲッティの支援
のもと、本に対する学究的な要求にしっかりと応え
る書籍形式の電子出版を、他に先駆けて開発しまし
た。つまり、長い説明的評論、完全な学術的脚注、
引用文献、展示歴や所有歴、その他の項目を提供し
ています。また従来の出版物についても、高解像度
画像、技術レポート、そしてデジタル時代の作業に
おいて可能となるその他の項目のうちのいくつかを

補強しています。そして、私たちは書籍をオンライ
ン上で提供する基礎的ソフトウェアプログラムも開
発し、オープンソース手法を通して他の美術館も利
用可能となるようにしています（www.oscitoolkit.
org を参照）。
　シカゴ美術館は、フランス印象派のコレクション
所蔵が非常に有名なので、美術館のコレクション中
から、オンラインでの時代の設定をモネやルノアー
ルの絵画やスケッチの公開から始めるのは当然のこ
とです。これらの 2 巻は 2014 年の 6 月に公開さ
れる予定で、約 73 点の作品から構成される予定で
す。2011 年の 11 月に研究者の意見やアドバイス
をもらうため、オンライン上で公開したベータ版を
お見せしたいと思います。ごらんのとおり、縦欄式
のフォーマットに画像を配しており、書籍の体裁に
そっくりです。左側には目次があります。脚注はペー
ジ下部から立ち上がります。そして必要に応じて比
較のためのイラストを提示しています。最初に開発
したのはフランス印象派の作品ではありましたが、
当館のコレクションの複数の部分への一次調査を含
む学術カタログの公開にも同じ技術を使用する予定
でいます。
　私たちは注釈がつけられるツールを提供していま
すが、それにより注釈をつけるセクションを選べる
ようにするため、あるいは引用を示すことを選択す
る場合、そしてこれは学術的な出版物には当然ある
べきものですが、使用者が引用する文章とともに、
引用自体には適切にフォーマットした引用文献の形
式を提供します。先ほども述べたように、私たちは
デジタル形式の使用を最大限にすることにも努めて
います。なので、非常に高い解像度の画像と、地元
の図書館では簡単には見つけることができない出版
物の全文へのアクセスも提供しますが、これらはオ
ンラインプログラムの一部として配信されていま
す。
　それに加えて、最大の利点を示すためのデジタル
プレゼンテーションの表現手段、生粋のデジタルリ
サーチと呼ぶべきもの、つまりラボで絵画を異なる
種類の光の下で見ることにより可能となるリサーチ
ができる手段を使ってきました。ご覧のように、絵
画の下地に書かれた注釈が見えます。これは紫外線
と赤外線を通すことによってのみ読むことができま
す。私たちは画面の一番下にスライダーのついた、
このビューアーを提供しています。これによって
ユーザーは同じ画像を自然光からエックス線、それ
からまた自然光にもどって見ることができ、画家が
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塗りつぶすことにした絵の下の作品を見せてくれま
す。絵の下に描かれた絵を見ることができるという
のは、非常に興奮します。当館の所蔵するフランス
印象派のコレクションのような有名な絵画の場合は
特にそうです。
　さて、「非結論」を出すことにしましょう。とい
うのも実際に技術の変化のスピードはあまりに早
く、私たちがいつか最終目的地に到達できると予想
するのが困難だからです。本当に変化のスピードは
どんどん速くなっています。私のような人間には、
これはときどき頭痛の種になります。なぜなら、進
歩に遅れずについていくべく努め、未来はどうなっ
ているかを予測しようとしていますが、予測可能な
目的地に到達することがないのは明らかだからで
す。実際のところ、これはずっと続くプロセスであ
り、共有化に関わることであり、デジタルスカラシッ
プとデジタルヒューマニティーズのグローバルコ
ミュニティの中で、重要な役割を担おうという努力
についてのものです。これが、私たちにとって肝心
なことなのです。デジタル資産を作るためにやるべ
き全てのことを行うのが可能で、それらは私たちが
使用する内部システムには非常に価値のあるもので
す。ですが実際には、近隣および海外の同僚たちと
共有し合えるということが、この作業によって私た
ちが手に入れる真の利益なのです。このため、私は
皆さんに、そして同時に私たち自身に対して、より
オープンになること、私たちのリソースを利用可能
にする際もっと考慮すること、そのうえ 2 カ国語
での対応をもっと増やすことも呼びかけたいと思い
ます。
　もう一度繰り返しますが、21 世紀に美術館・博
物館は今とは違う種類の場所になると期待されてい
ます。一般の人々は、すべてのものが完全に文書化
されていることを期待しています。私たちシカゴ美
術館の場合には、本物のオリジナル作品は常に壁に
展示しています。大塚国際美術館が異なるミッショ
ンを持つ、違う種類の美術館であることは理解して
います。ここは美術史の本の中を歩いて通ることが
できるすばらしい場所であり、個人的にとても素敵
な経験をすることができました。しかし私たちの美
術館では、異なる目的のもとオリジナルの芸術作品
のみを展示し、展示を補うか増幅するためにデジタ
ル情報を利用しています。この試みにおいて、私た
ちは当館のすべてのリソースにも 2 カ国語形式の
オンラインアクセスを提供したいと考えています。
　これはかなり難易度が高い目標ですが、やりがい

のあることです。実際、これは私の発言の結論とし
たいところです。しかしながら、私のプレゼンに時
間があったらもう少し付け加えたいことがありまし
たので、今からそれをやろうと思います。オンライ
ン上で作るのは本だけではありません。私たちは
iPad を使ってギャラリーで情報を電子的に利用可
能にしています。これからその一部をお見せしま
しょう。私たちの実装しているものがどのように機
能するのか、少し理解していただけると思います。
もう一度言いますが、これはデジタルでの蓄積を利
用可能にしたことによりもたらされた利点の 1 つ
で、デジタルでの蓄積物の使用が可能になること
で、新しいデジタルヒューマニティースカラシップ
を想像することができるだけでなく、ギャラリー内
の訪問者に対する新たなデジタル解釈の配信を想像
することもできます。
　ここに開発したプログラムの抜粋があります。名
前は LaunchPad です。動画を見ていただきながら
話せるようにするため、これについて小さな動画を
1 つ作ってみました。私は 1 度に 2 つのことを同
時にやるのは、あまり得意ではないからです。ご覧
のとおり、スワイプするとオブジェクトの大きなグ
ループが画面上に一列、または塊になったグループ
の両方で見ることができます。1 つを選んでそれに
ついて少し情報を得てから、サイズを大きくして非
常に美しい画像を見ることができます。結局みん
な、ズームして見ることが大好きです。また、その
ような処理が可能なオブジェクトに対しては、360
度回転ビューも提供します。当館のコレクションの
多くがその対象となりますが、彫刻が多いためで
す。立体画像で見ると、本当に印象が違います。
　私たちは、ナレーションを提供する方法や、ビジ
ターを 1 つの関心領域から別の関心領域へと移動
させるリニアツアーの手法も試しています。これは
1660 年頃のアウクスブルクのチェストで、黒檀と
象牙でできています。そして通常このチェストは引
き出しをすべて閉じた状態で展示されています。私
たちは、引き出しを動くようにしてみたらおもしろ
いのではないかと思い、オブジェクトにビューアー
をつけました。これから 1 分半ほどアニメーショ
ンを見ていただきますが、本当に文字通りのやり方
でオブジェクトの内部を見せてくれます。
　LaunchPad では、200 の芸術作品があるヨーロッ
パ装飾美術ギャラリーから約 50 作品に注目してい
ますが、すべての作品にこの種のアニメーションが
ついているわけではありません。私たちは、作品が
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どのように作られたか、どのように使用されたかを
見せる動画もいくつか作りました。たくさんのアン
グルがあるということで、いわばギャラリーを歩く
だけではできないことを人々に提供したということ
です。そして、確かに私たちに依頼されたことの 1
つ、資金の寄贈者が依頼したことの主たるものは、

「ギャラリーを歩いている途中で、見学者に立ち止
まってほしい」ということでした。彼女は人々が立
ち止まらず、うろうろと、作品について学ぶことも
せず、ただギャラリーを通り過ぎるだけなのを見た
くはなかったのです。
　適切な技術の応用を通して、寄贈者が私たちに求
めたことを正確に実行することができたと言えるの
は、うれしいことです。ここは今や人気の高いギャ
ラリーになっています。これで私の話は終わりで
す。ご清聴ありがとうございました。アクセスと学
問的解釈を提供するという目的のためのデジタル化
ついて、さらに議論できることを楽しみにしていま
す。ありがとうございました。

プレゼンテーション②　栗原祐司 
カルコン美術対話委員会のこれまでの経緯

栗原：皆さん、こんにちは。私からは、特に日本の
古美術のデジタル化の課題について、これまでの
CULCON 美術対話委員会での議論の経緯について
ご紹介申し上げます。
　冒頭、青柳長官からお話がございましたように、
これまで CULCON は、ほぼ 2 年に一回、合同会
議が日米相互に開催されてきました。その間の年に
はシンポジウムあるいはフォーラムが開催されるわ
けですけれども、2009 年 3 月にニューヨークで国
際交流基金及びジャパン・ソサエティ主催の日米美
術シンポジウムというものが開かれ、特に日本古美
術の展示と公開に関する制限が課題となりました。
この場では結論が出ず、日米相互でこれから理解の
形成を行おうという形になりました。
　これを受けて、その翌年の 2010 年 3 月に東京で、
同じく国際交流基金主催のフォローアップフォーラ
ムが開催されました。「舞台芸術と美術－日米ネッ
トワーク発展に向けて」というタイトルのフォーラ
ムで、ここで日本の美術展を米国で発展させている
ためにはどうするべきか、あらためて日米双方の専
門家で構成されるワーキンググループを設置するこ
とが決定されたわけです。これが、CULCON の美
術対話委員会の始まりです。
　これを受けまして、2010 年 6 月にワシントン

DC 議会図書館で第 24 回の CULCON 合同会議が
開催され、そこで美術ワーキンググループの設置が
決定されました。そして、翌年の 2011 年 5 月に同
じくワシントン DC で第 1 回美術対話委員会が、
CULCON50 周年記念シンポジウムに合わせて開
催されたわけです。
　以下、第 2 回を昨年 3 月に東京で、それから第
3 回を今年の 1 月にホノルルで開催して議論を重ね
てきており、明日第 4 回の会議が開かれます。こ
れまでの成果としては、昨年 8 月に日本美術に関
する国際大学院生会議（JAWS）が日本で開催され
て大きな成果を収めたということがあります。これ
は東京芸術大学を中心に会議を開き、その後に奈良
国立博物館や京都の寺院等を回って、日米相互の専
門家がさまざまな実習と意見交換を繰り返すといっ
た会議でした。
　それでは、課題となった日本古美術の展示公開制
限というのは何なのかということについて説明いた
します。文化財保存という観点からは、オリジナル
を公開しないで収蔵庫の中にしまっておくのが実は
保存上は一番いいわけです。文化財を公開展示する
ことは、作品の劣化につながります。日本古美術の
特色として、木あるいは紙、漆などの材質を使って、
また顔料も天然の素材を使っているということで、
いわゆる洋画に比べて非常に繊細かつ脆弱で、常に
劣化のおそれがあるということが言えます。
　今週末から奈良国立博物館で正倉院展が始まりま
すけれども、この正倉院の御物が、約 1300 年前の
ものがこれだけ美しい状況で残っているというの
も、まさに蔵の中で良好な環境で保存してきたため
で、非公開としながらも適切な管理のもとに保存さ
れてきたという結果にほかならないわけですので、
文化財保護の観点からはそのほうがいいだろうとい
うことが言えるわけです。
　こういった考えから文化庁では、「国宝・重要文
化財取扱基準」というものを策定しております。原
則として、公開回数は年間 2 回以内、移動も年 2
回まで、公開日数は延べ 60 日以内で、劣化の危険
が大きい場合は 30 日以内と、より厳しい条件が課
せられています。また、熟練の学芸員の配置である
とか、あるいは厳しい展示環境についての制約も課
せられています。したがって、例えばルーブル美術
館のモナリザですとかミロのビーナスのように、い
つ行っても見ることができるというのは、国宝重要
文化財の場合にはなかなか難しいという現実がある
わけです。常設展示であったとしても、毎回、展示
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替えをしなければいけない。例えば、私のいる東京
国立博物館では、展示替えというものは年間延べ
300 回もしているということで、いつ行っても違
うものが見られるというメリットがある反面、いつ
でも見られるものというのはなかなかないというの
が、日本古美術の特質だということが言えると思い
ます。
　この取扱基準というのは、1996 年に制定されま
した。実は、この基準というものも、もともとは
CULCON における議論を踏まえて保存科学を中心
とする専門家が十分に検討して決めたものでありま
す。
　CULCON での議論は、日本に比べてアメリカで
はより長期間にわたって特別展を開催するという特
徴があるわけですが、日本から文化財を借りてアメ
リカで展示する場合には、長期間にわたって展示す
ることができない。仮に長期間にわたって展覧会を
開催する場合には、頻繁に展示替えを行わなければ
いけない。さらには、日本の学芸員がその展覧会の
開催期間中駐在していなければいけない場合もあ
る。これがアメリカの博物館、美術館側にとっては
大きな費用負担になっている。したがって、こういっ
た展示公開制限というものを緩和できないだろうか
というものが、アメリカ側の提案だったわけです。
　しかしながら、結論から言えば、これらはもとよ
り日本国内で適用されている基準ですので、日本で
緩和する前に海外で先に緩和するということは当然
あり得ない。本末転倒なわけです。最近の技術進歩
で、LED 照明であるとか、あるいは密閉型展示ケー
スであるとか、そういった公開制限を緩和できるよ
うな技術開発が進んでいるのではないかということ
も検討しましたが、いまだその段階にはないという
ことが結論でした。
　その際に、本物は無理だけれども、それに変わる
展示ができるんじゃないかという考えの一つが、デ
ジタル技術の活用でした。普段見ることのできない
文化財を常時公開するためには、デジタル技術によ
る複製というものが大きく役に立つわけです。例え
ば、高松塚古墳壁画やキトラ古墳壁画については、
普段は一般の人は見ることができないわけですけれ
ども、その代わりに、模写あるいはデジタル複製に
よれば、私たちはその壁画を、非常に臨場感を持っ
て拡大したり縮小したり、いろいろな形で見ること
ができるというメリットがあるわけです。
　博物館の使命というのは保存と展示の両立を図る
ということにありますので、そのために学芸員は日

夜専門的な技量を磨いているわけです。そうした信
頼の元に、お寺や神社から文化財を寄託されている
ということが多いわけですけれども、一方で、最近
こういったお寺や神社が文化財をデジタル化して、
本物は博物館に預けてお寺ではデジタル複製を展示
する例が増えてきました。まさにこれが一つの大き
な課題になってきているわけです。
　私は、基本的には、デジタル複製というものは本
物を鑑賞するためにあるというふうに考えています
ので、縮小拡大するという機能に関しても、研究用
の意義は間違いなく大きいと思います。
　それから、子ども、高齢者、障害者、あるいはマ
イノリティーの方々の鑑賞を支援するための応用と
いったものも今後は考えていかなければいけないと
いうふうに思いますので、技術開発は今後さらに進
めていかなければいけません。ただ、一方で、この
文化財のデジタル化による代替という問題というも
のはあらためて考え直さなければいけない課題であ
ろうというふうに考えておりますので、これについ
ては、この後、山田先生からご説明をいただきたい
と思います。ありがとうございます。

プレゼンテーション③　山田奨治 
文化財のデジタル複製・置換を考える

山田：私の話は、最新のデジタル技術がもたらして
いる、ある状況に関することです。私たちは今、大
塚国際美術館に集っています。ここに来れば世界
じゅうの名画の実際の大きさを見ることができま
す。もちろん私たちは、ここにある作品が皆、複製
品だと知っています。しかし、複製品であってもこ
の博物館に来れば夢が広がります。それは、いつの
日かバチカンへ行けば、システィーナ礼拝堂で本物
のミケランジェロを見ることができる、いつの日か
ルーブルへ行けば、そこで本物のモナリザを見るこ
とができるという夢です。
　本物の作品に触れることができる、作品が本来あ
るべき場所にあって見ることができるという事実、
それが私たちに大きな夢を与えてくれます。だがも
し、本物の作品が本来あるべき場所からなくなり、
複製品がそれに取って代わっていたとしたらどうで
しょうか。ちょうどバチカンのシスティーナ礼拝堂
の壁画が、ここにあるような複製品とそっくり置き
換わってしまうという状況です。そんな状況が、京
都とその周辺の寺院で静かに広がっています。
　これは兵庫県の大乗寺にあった円山応挙の襖絵で
す。これら 63 面の襖絵は 2009 年にデジタル複製
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品と置き換えられました。墨は黒々とした印刷イン
キになり、淡い空気感を醸し出していた金箔はより
きらびやかなものになりました。オリジナルの趣が
失われていることは一目瞭然ですが、問題は細部に
も宿ります。オリジナル作品では、松の葉の重なり
を墨の塗り重ねで表現しています。しかし、デジタ
ル複製では、松の葉の重なりを技術的な限界から再
現できません。そこで何をしたかというと、葉っぱ
の回りに白いエッジを入れて葉を目立たせるように
していることが分かります。
　応挙の本物は、寺の中にある収蔵庫を兼ねた展示
施設に入り、特別な機会にだけ、薄暗い庫内でかろ
うじて見ることができます。これは京都の南禅寺の
大方丈にあった狩野派の襖絵の一部です。これら
84 面の襖絵は 2011 年にデジタル複製品と置き換
わり、本物は寺の中の倉庫に入れられました。この
ような置き換えは 2007 年から急速に進んでいま
す。
　デジタル複製品による置き換えと判定できる事例
は、醍醐寺三宝院、大徳寺聚光院、酬恩庵一休寺、
高台寺圓徳院、建仁寺、南禅寺を含む、全国で 12
カ所の寺院や博物館で起きています。対象になった
絵師は、狩野元信・永徳・探幽、海北友松、長谷川
等伯、伊藤若冲、円山応挙などで、その多くは国宝・
重文に指定されています。
　私は、このような置き換えには問題があると思
い、これまで幾つかの会議やメデイアで発言をして
きました。数百年前に絵師が描いた場所、まさにそ
の場所にあった作品が、気が付いてみればデジタル
複製品と置き換わっている。それらの作品は、ある
いはもう二度と元にあった場所で見ることはできな
いのかもしれません。元に戻せないような置き換え
は、いったいどのような合意によって行われたので
しょうか。作品を鑑賞する市民は蚊帳の外に置かれ
て当然なのでしょうか。
　デジタル複製の出来栄えは本物に等しいと関係者
は口をそろえますが、果たして本当にそうでしょう
か。作品が複製であることを拝観者にきちんと示し
ているでしょうか。デジタル複製を作ることは、現
代の最高の作家に新作を依頼するよりも優れた選択
なのでしょうか。デジタル複製に使われる材料は、
多くの人が信じているよりも急速に劣化します。複
製品が劣化したとき、それを再生産する費用はいっ
たい誰が負担するのでしょうか。そして何よりも、
本物が失われた寺院に人々は足を運ぶでしょうか。
　文化財のデジタル複製置き換えとは何か整理して

おきます。襖絵や壁画、びょうぶ絵などを、デジタ
ルカメラやスキャナーを使ってデジタル化します。
そのデータを元にプリンターや印刷機で和紙などに
印刷します。そして、必要に応じて職人が金箔を施
すなどをします。そのようにして作られた実物大の
高精細な複製を本物があった場所に置き、本物を博
物館や寺院の収蔵庫に入れます。オリジナルが収蔵
庫に入り、コピーのほうを元々オリジナルのあった
場所に入れます。
　こうしたデジタル置き換えが進んでいるには理由
があります。大前提として、先ほど栗原さんのお話
にもあったように、文化財は収蔵庫に入れて保存す
るべきだという国の要請があります。美術の研究者
らもその方針を支持しています。寺院の側にして
も、収蔵庫に入れておけば火災や盗難の危険を減ら
すことができます。そこに、デジタル技術を売り物
にする企業が投資します。自社の技術の宣伝材料を
得るためにです。こうしたデジタル複製を推進する
公益法人が資金を提供したりもしています。
　このように文化財を取り巻く関係者の思惑が一致
しているため、置き換えはほとんど無批判に進めら
れています。しかし、特に障壁画は、それがはめ込
まれている建物、そして建物に続く庭園と一体のも
のとして描かれ鑑賞されてきました。寺院の方丈で
見られることが絵師の意図なのです。収蔵庫に留め
置き、薄暗い展示ケースの中に置かれることを絵師
は当然意図しなかったはずです。
　置き換えは、作品のコンテキストを破壊する行為
なのです。作品のコンテキストを奪うことは、文化
財の価値を下げる破壊行為です。しかし、美術の専
門家はこれを破壊とは考えません。いったいなぜで
しょうか。それは、絵画と建築と庭園は全く別の専
門分野として教育研究されてきたからです。わが国
の文化財保護の体系では、絵画は美術工芸品、建物
は建造物、庭園は名勝地とジャンルの異なるものに
分類されています。
　絵画と建築と庭園とでは、文化庁の中でも担当す
る部局が違います。障壁画を建物と庭園から引き離
しても問題にならない構造があるのです。繰り返し
ます。障壁画と建物と庭園は一体のものです。少な
くとも絵師はそれを前提に描きました。寺院を訪れ
る拝観者にとっても、それらは一体のものです。そ
のコンテキストを奪うことは文化財の価値を下げる
ことです。デジタル複製品は本物と同じではありま
せん。たとえどれほど本物そっくりだったとして
も、それは本物ではありません。
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　置き換えを行ったある寺院では、拝観者が激減し
たと聞いています。人は複製を見たくて寺院を訪れ
るのではないのです。文化財を守らなければならな
いことには、私も当然同意します。作品を収蔵庫に
入れることがベストなのだという定説を覆すような
データを、私は持っていません。しかし、文化財保
存科学の最新の参考書を見ると、こんなことも書か
れてあります。「文化財を収納する空間の空気の清
浄度について、文化庁、各種の学会でも指針値や基
準値を定めていない」。ある博物館で聞き取りをし
たところ、収蔵作品の色彩の記録はとっておらず、
また膨大な数の収蔵品の全てを定期的にチェックす
ることは不可能だと聞きました。以上のような事実
は、私のような素人に不安を感じさせます。
　毎日人目に触れる方丈の環境と比べて、収蔵庫は
本当に安全な場所なのでしょうか。文化財は、自然
に近い過酷な環境の中で、定期的に修復を重ねるこ
とで数百年の時を経て今日に受け継がれてきまし
た。その数百年もの実績のある方法とは、文化財と
寺院と信徒、文化財の修復職人、修復に必要な材料
の供給、これらが織りなすエコシステムのことで
す。安易なデジタル置き換えはこのエコシステムを
壊しかねません。それは、長期の文化財保存には明
らかにマイナスです。今、必要なことは、文化財を
私たちのものとして考えている皆さんが、この問題
を深く考えることです。

ディスカッション

山梨：第 2 部として、日本美術の保存と公開につ
いてというテーマでこれからディスカッションして
いきたいと思います。昔、一休禅師は、形あるもの
は壊れるというふうに言ったそうですけれども、わ
れわれ美術館や博物館で働いていると、壊れる前に
どれだけたくさんの人に見てもらうか、あるいは壊
すまいとしまっておこうかと、そういう二律背反し
た考え方にいつも悩まされているわけです。
　今日は、デジタル技術を駆使したときに起こって
くるプラスの面とマイナスの面ということが、お三
方のプレゼンテーションで掘り起こされてきました
ので、これを巡って皆さんからいろいろな意見を聞
いていきたいと思います。まず、発表されたプレゼ
ンターの方以外に、今のお話を聞いていて、壇上で
コメント、ご質問がございましたらお願いしたいと
思います。まずリンネさんお願いいたします。

リンネ：プレゼンターのお三方ともありがとうござ
いました。私はサム・クィグリー氏が言った「アク
セス」というキーワード特に心を打たれました。な
ぜなら、これは 2 国間委員会だからです。「なぜ私
たちはこれらの問題をこの特定のコンテキストで取
り上げているのか。」と自問する必要があると思いま
す。これらの問題のいくつかは、単に日本における
日本美術に関連するだけです。そして問題のいくつ
かは、単にアメリカの美術に関連するだけです。そ
れらには互いの関連性は多くないかもしれません。
しかしこの「アクセス」という問題は、特に 2 国間
委員会では、非常に重要だと私は思います。もっと
細かくこれを分類（3 項目に分類）しましょう。最
初に (1) 情報へのアクセスです。今日私たちがプレ
ゼンテーションで見た、データベースについてです。
　クィグリー氏はこの問題について、異なるインタ
フェースが必要である、2 カ国語のインタフェース
を持たなくてはならないとおっしゃいました。そし
てまた、私たちの情報を意図的に外へ公開し、世界
中の人たちがアクセスできるよう努力する献身的な
気持ちを本当に持たなくてはならないと。アメリカ
にいる私たち、アメリカの博物館や美術館で働く私
たちにとっては、たとえば、全ての作品の画像をオ
ンライン上に公開し、できるだけ多くの日本語、最
低でも作品のタイトルと芸術家の名前といった、最
低限の情報でも良いから日本語情報をつける努力を
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しなくてはならないということだと思います。同様
のことは日本国内でも言えます。特に、施設はでき
るだけオープンな方法で、オンライン上に情報を公
開し、また世界中の人々がアクセス可能なインタ
フェースを作ることも必要になります。
　次に、別の 2 種類のアクセスですが、私の意見
では、これらは今日話したこと、たとえばファンド
レイジングに関係すると思います。私たちが (2) ア
クセスしているのは、何かを行うためのお互いの方
法で、この種類の集まりを通して、互いに学びあう
のです。次に 3 種類目のアクセスとは、この委員
会を通してやろうとしていることだと思うのです
が、(3) 人へのアクセス、特に博物館、学芸員、保
存科学者、そして博物館職員と連絡し合い、アメリ
カの博物館・美術館と日本との間にネットワークを
築く新しい方法を発見するのです。それを通して、
多くの新たな可能性が現れてきます。ご清聴ありが
とうございました。

山梨：ありがとうございました。今、リンネさんは
アクセスという言葉をキーワードにしてお話してく
ださいましたけれども、確かに、その前の 3 人の
方たちのお話を聞いていると、電子情報、情報提供
としてのデジタル技術というのは、今どんどん技術
革新が進んでいますし、それに伴って調査研究が進
んでいくと、ゴールが見えないというか、ゴールが
どんどん人間と一緒に遠のいていくというような構
造がありますけれども、普段本物を前にして見ると
いうだけの行為を乗り越えて、さまざまな体験がで
きるというプラスの部分がすごく大きかったんだと
思います。
　一方で、山田さんがおっしゃったように、進歩し
たデジタル情報を使って複製を作って、それを本物
に代えるというような行為が行われる。大乗寺の応
挙の絵が例に引き合いに出されましたけれども、山
田さんのお話にあったように、場所と物が結びつい
ているときの体験を、デジタル技術で作った複製で
果たして得られるのかどうか。技術革新がどんどん
進んでいますから、いつの日か人間の感覚を欺くよ
うな技術の域に達するかもしれません。でも、そこ
まで考えるとなかなか議論にならないと思いますの
で、そうした情報としてのデジタル技術と複製を作
るという、代替作品を作る技術というような、そう
いう観点から見るとそういう相反した側面があるん
だと思います。その辺も含めて何かお話があった
ら。白原さん、お願いします。P

白原：私もアメリカのシアトル美術館に勤めており
ましたときに、京都の龍安寺旧蔵の襖絵の複製を作
る日本のプロジェクトに関わり、その際美術館の中
でいろいろな議論をいたしました。
　シアトルの場合はお寺にずっとはめ込むというの
ではなく、ふだんは大学に保管しておいて、子供た
ちへの授業の場に貸し出すという趣旨でした。ただ
お正月に、龍安寺さんが、初詣にいらしたお客さま
に、本来こういう襖がはまっていましたという場面
をお見せしたいので、そのときだけお寺の室内には
めさせていただきたいという条件を了解して制作を
許可いたしました。
　今、お話を伺っておりますと、たくさん問題があ
る中で確認をしなければいけないのは、まず複製と
いう言葉の意味が、現状模写の複製と復元模写の場
合とで違うということで、復元模写には、21 世紀
のわれわれの想像力が入り込むわけですから、当然
オリジナルから遠いものになる可能性が高まると思
います。
　もう一つは、そのようにして作った複製品の使い
方についてです。美術家として申せば、襖というも
のが一つの建物の中の一部として作られていた文脈
から外され、美術館、博物館に別置されている現在
の状況からすると、劣悪なものでもいいとは言いま
せんが、たとえ複製であっても、室内にはめること
で部屋がどう見えるか、また、自然光の中でどう見
えるのかをオリジナルの場所で確かめることができ
ます。つまり作家のサイトスペシフィックアートと
しての襖のオリジナルの文脈の中に再現する目的に
おいて大きな利点があると思います。
　しかしその使い方を正しく表記しなければいけな
い。先ほどパワーポイントにありました、「海北友
松作」の表示は危険なことで、やはりそれが複製で
あることはきちんと明記するべきでしょう。
　また、お話を伺って思い出したのは、ひとつは、
法隆寺金堂壁画のような、今やオリジナルが失わ
れ、複製品や写真でしか作品を知りえなくなった例
です。もう一つは、平等院鳳凰堂のように、どんど
ん劣化していく板絵を、ある時点での記録をして複
製品を作るという例です。これらは、むしろ複製が
担う重要な役割であると思います。
　興味深い面白いことは、複製の劣化という問題も
あるということです。鳳凰堂の阿弥陀如来像の胎中
に木で作った月輪（かちりん）とそれをのせる美し
い蓮の台が納められており、明治時代にその複製を
作ったんです。ところが、明治の複製品のほうも退
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色してゆくわけです。複製がオリジナルとは違う形
でいたんでいくということで、複製もまた使える時
間があるのだということではないかと思います。
　いろいろ申し上げましたが、やはり複製品である
ことを明記する、そしてどのように使うべきかを考
え直す意味で、たいへん興味深いお話を伺わせてい
ただいたと思っております。

山梨：どうもありがとうございました。平等院のご
住職が会場にいらっしゃるそうなので、その辺のお
話を補足的に伺えたらうれしいと思います。

神居文彰（平等院住職）：文化財保存についてデジ
タルアーカイブの活用に重点が置かれて議論されて
いることについて非常に興味深く聞かせていただき
ました。私がお守りする平等院を写真資料でも紹介
していただきましたが、実際、さまざまな形で調査・
復元など、デジタル技術を活用しております。
　デジタルの使い方については 2 タイプございま
す。一つが、さまざまな保存科学、状況の確認、つ
まり現時の調査です。そして、そういったものを基
本データとして復元模写などを、ディスプレーの中
で見られるようにしています。現在の現物、改変が
できないものに対して、コンピューターの中でした
らだったらさまざまなデータを付加して、または調
査成果を加味しながら、実験ができるということで
す。鳳凰堂などそれ自体を変えることができないも
のに対してデジタル的な復元を、ディスプレーの中
で表示することを実現することが二つ目です。具体
的には、さまざまな光種や光源、周波数を変化させ
たもの、斜光の角度変化、そして当初の顔料を元に
した復元の姿をそれぞれレイヤーで自在に取り出し
もしくは重ねて描画することができるようにするも
のです。
　今年の 7 月にアートドキュメント学会で私が発
表した内容です。残念ながら、現在、日本では国産
OS がありません。ですから、多くを Windows や
UNIX など、会社や制作者がやめるといったらすべ
てやめなくてはいけないデジタルアーカイブに則っ
ている。デジタルアーカイブ自体が非常に脆弱な環
境で、私たちは情報蓄積の為に、そういった iPad、
iPhone、Android、または Microsoft 等々の、一
企業体の OS に依存しない描画システムを、私たち
平等院コンテンツとして研究して発表したのです。
　平安時代、今から 1000 年前から続く現物とそこ
に対するさまざまな研究成果によって見えるもの、

また変化させた光種や当て方も含めて、見えがかり
の変化を表現できるということをまず描画そのもの
や積層する調査データの扱いについて発表したので
す。
　そうしたデジタルであるからこそ実現が可能な表
示。私たちの新しいアートへの対応を具体的表現と
して、古典的技法により鳳凰堂内部の復元模写した
ものをデジタル情報を何層かにアーカイブし、情報
を含んだ復元としてプリントアウトしたもの作成
し、現地や他所で公開するというシステムでもあり
ます。先ほど、建造物、庭園、そして美術工芸品と
いう 3 つの分野があるということを言いましたが、
実は平等院は 1000 年前のものがすべて当時に由来
して残っています。日本は木の文化で高温多湿な環
境ですので頑強そうな建造物自体も非常に脆弱性を
内包し、壁や屋根なども壊れていきます。
　実際には木を中心として、石材、金属、焼物など
すべて壊れていきますので、それらを当時と同じ技
法同じ材料を様々な可能性を可逆的環境として応用
しながら現在まで連続する復元的空間として残すと
いうことを、デジタルアーカイブを使いながら平等
院はやっているということです。
　その中には、絵画的に復元模写した部分もあれ
ば、現状模写したものもあります。それらを一つの
情報として同時に描画することも可能です。
　恐らく人類の文化力というのはもっともっと豊か
なものであると思っています。
　平等院の中に、重要文化財の建物がございます。
その建物には江戸時代、狩野山雪工房の襖絵が残っ
ています。
　襖絵というのは、ずっとそのままであるものでは
ありません。ある場合は開け閉めをし、ある場合は
季節によって付け替えるという、そういった日本の
文化の表現の仕方があります。実はその狩野山雪の
襖絵に連続する形で昨年 11 月、山口晃という現代
作家が、そこに連続して 14 面のふすま絵を奉納頂
きました。山口晃というのは、先日、小林秀雄賞を
取った作家です。
　全く異質なものが違う形ではめ込まれていく。実
は、そこは建物は重要文化財、絵画は市指定さらに
庭園は府の庭園という重層的な歴史情報を有し、平
安時代の史跡名勝など国宝の集積した平等院の一角
にある建物でありながら、現代の作家により襖絵が
さらに新しく創造され、新しい文化を構築する。
　山口さんとは非常に近しくし、使う紙料はもとよ
り私たちは襖の周縁、引手なども厳選し話しあいま
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した。私は鳳凰堂の修理のため木曽までヒノキを調
査しに行ったりもします。そういったアナログ的時
間とデジタル技術を駆使しながら復元し、さらに現
在の技で新しい表現をする。恐らくそうした両端方
を見極めながら進めていく、新しい文化を作ってい
くことが可能な時代ではないかと思います。

山梨：どうもありがとうございました。とても貴重
なお話を聞かせてくださってありがとうございまし
た。その復元模写とデジタル技術による複製作成、
あるいはデジタル情報によって、現物では味わえな
い美術品についてのさまざまな体験、そのあたりが
どうしても境界線がうまく引けないんでしょうけれ
ども、ごちゃごちゃになってしまって、何がプラス
なのか、何がマイナスなのかと考えるときもその要
素がだいぶ入り交じってしまうのがどうしても避け
られないようです。避けられないことは避けられな
いままでよろしいですので、皆さん、何かご意見、
ご感想があったらお願いしたいと思います。

青柳：この大塚国際美術館が作られたときにいろい
ろ考えたんですけれども、美術というのはそれが作
られたときというのは、世界じゅうどこでもそうで
すけれども、だいたい宗教と関わりがあって、です
からヨーロッパなどではギリシャ神殿の中に彫刻を
置くとか、あるいはローマ神殿の中に絵を描くと
か、それからキリスト教の教会堂の中にキリストの
伝記を描くとか。そういう段階では、たとえタブロー
画でもその教会から移せないという意味で、実は動
産なんだけど、教会や神殿の中から出すことができ
ないというので一応不動産なんです。
　ところがだんだん宗教が薄らいできたり、あるい
はそこを守るお坊さんがいなくなったりすると、そ
こから移されて、美術館とかに展示されるようにな
るときから美術品というのはどんどん動産化してい
くんです。そういう大きな流れを見ると、恐らく動
産化した美術品がさらに軽やかになって、いわゆる
デジタル技術や模写や複写を使って違うものができ
て、そしてそれをオリジナルの代わりに見るという
ことも、歴史的な大きな流れの中からするとあり得
るのかなという気が、私はしています。
　しかも、オリジナルを見るとき、今モナリザなん
かではガラスが前にはめてあるし、それから常に何
十人もの人が取り囲んでいるので、非常に悪い環境
でしか見られないので、あれを見るよりは複製の写
真を見たほうがはるかにディテールはよく見えるよ

うな状態であるということを考えると、オリジナル
と複製の関係というのは、もう少し複雑なんじゃな
いか。
　デジタル技術というのは、もう究極の要素還元主
義、Reductionism の極みなんです。一方で、本物
が空間の中にあるというのは、Totality（完全性）
というか、あるいは Holism（全体論）の表現であ
ると。だから、やはりわれわれはその Totality を
求めたり、Holism でものを考えることと同時に、
一方では Reductionism という恩恵も考えて、そこ
のバランスだと思うんです。
　しかも、われわれは文化的にもどんどん、寛容性
をある意味で失ってきている。だけどその一方で、
もっともっと多文化にも目を向けなくてはいけない
というダイバーシティー（多様性）を求めていると
いうような、股裂き状態に今なりつつある。
　だから、ここで何か結論を出すよりも、こういう
問題があるんだと。さっき白原さんが言っていたよ
うに、例えば法隆寺の金堂でも、ちょうどそのとき
に便利堂が幅 50 センチぐらい縦が 1 メートルぐら
いの、大変に大きなガラス乾板で、全部の金堂壁画
の写真を記録しているんです。それと同時に三色分
解のカラーも昭和 14 年に作っているので、今のデ
ジタル技術からすると、かなりの精度で金堂の壁画
を復元できるんです。
　それから、今日ここにいらっしゃる方にぜひ見て
いただきたいんですけれども、ミラノのサンタ・マ
リア・デッレ・グラツィエにある最後の晩餐の絵は、
今から 15 年近く前に修復が終わりました。修復が
終わったときに、その前の修復以前の状態はもうサ
ンタ・マリア・デッレ・グラツィエからは消えてし
まっているんです。新たにきれいに洗ったものしか
今はオリジナルがない。ところが、この大塚国際美
術館には、修復してきれいになる前の状態のレオナ
ルド・ダ・ビンチの絵が複製としてあります。
　ですから、修復前と修復後のものを、比べてみる
ことができるんです。そういう可能性というもの
が、複製技術によってどんどん広がっているという
ことも考慮しておくべきだろうと思います。

山梨：どうもありがとうございます。じゃあ、続い
て北川さん、お願いします。

北川：今の先生のお話を伺って、少しずれますが申
し上げますと、全くいろいろな分野で進んでいて、
どっちがいいということはできないですが、アート
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がきわめて動産化しているということは確かです。
だから、先ほど瀬戸内あるいは越後妻有で話したよ
うに、アートの動産化に対して徹底的に不動産化し
ようというような意識が、強烈に働いています。売
買不可能な状態に持っていくというふうなことです。
　これは僕がもともと仏像の研究者だったので、つ
まり仏像というのはその場の力によって出てきてい
るのであって、それ自身の仏像としての面白さもあ
るといえばあるけれども、やはり全然違うもので
す。このことについてはかなり意識しました。
　もう一つ申し上げますと、先ほどの平等院のお話
がありましたが、今、残念ながら、なかなかアーティ
ストたちがそういう伝統的な技術を持ちにくい部分
がありますが、研究者たちが中心になって再制作そ
の他をやっているのに対して、僕はちょっと疑念が
ある。ちょっと弱いなと思っている。
　つまり、例えば東寺でいえば、運慶工房が修復に
入っている。あるいは外国でいえば、ガウディがマ
ヨルカ島の大聖堂の修復に入っている。これが非常
に大きな意味を持っているわけです。次の時代につ
ないでいくという意味。そういうことを含めた、多
少のディテールの正しさはないかもしれないけれ
ど、何か精神的なつながりを持てるということに対
して、批判でも何でもないですが、ちょっと今弱く
なっているのではないかという恐れを感じます。

山梨：今、北川さんがおっしゃった点では、例えば
愛知県立芸術大学では法隆寺の金堂の壁画の模写を
大々的にやって、そのための建物を大学の構内に造っ
てというようなこと。だから、愛知県芸大は伝統的
に模写技術をずっと学生たちに教育しているという
こともあります。この会場にいらっしゃる絹谷幸二
さんは、高松塚古墳の復元模写に若いころ携わられ
たそうなので、その辺のお話を聞かせてください。

絹谷幸二（日本藝術院会員／東京藝術大学名誉教授／
大阪芸術大学教授）：高松塚は残念でしたけれども、
あれは当時、持ち出せばいいと私は主張したんです
が、なかなかその前に既に前室をつくるという話が
決まっていましたので持ち出せなかったということ
でございます。
　今、平等院さんのお話を聞きまして、東京芸大が
模写した中の板戸を見せていただきましたけど、相
当素晴らしいものだと思います。つまり、今話して
おられることは、いわゆるデジタル化とかそういう
最大限の現代技術を使ったものと、それからいわゆ

る手作業の美術学校の学生がそれを修復したと。こ
れは相反する概念なんです。相反する概念は、別々
のものではないというふうに私は思っております。
相反する概念、つまり最大限の新しい技術を使うと
いうことと、いわゆる手作業のデジタルを使ってそ
の上に描くという作業もしている作家も非常に多い
んです、IT は。つまり、そういうふうに、全く違
う概念は別々のものではなくて、一つのものの部分
であるというふうに考えるのがよろしいんじゃない
かと思います。
　これは興福寺の維摩詰という、維摩さんという方
が言ったことなんでございますけれども、先ほどの
山田さんがやってくださいましたいろいろな現代技
術を使ったあの襖絵だと、たしかに見に行くのはも
う嫌です。だけど、あの上に芸大の学生、そういう
生な手といいますか、頭の中にあるコンピューター
といいますか、そういうものといわゆるコンピュー
ターを合体させる、こういう方策が必要じゃないか
なと思うんです。
　つまり、私たちの体の中にも水と油が共存してい
ます。水だけでは生きられない、油だけでも生きら
れない。これからはそういう相反する概念を一つの
ものにしていく。例えば、共産主義と自由主義もそ
うかもしれません。そういう文化を構築していく、
そういうことを創造していくということが、このシ
ンポジウムのいわゆる大きな目的じゃないかと思い
ます。ただ修復だけじゃなくて、そういう視点を持
つということが必要じゃないかと。これは絵描きの
考え方でございますのでちょっと飛んでいるかもし
れませんが、そういう方向に世界の文化が行けばい
いなというふうに思っております。

山梨：どうもありがとうございました。大きな視点
からお話しくださいまして、ここにいるとミケラン
ジェロの声も聞こえてきそうな気もします。他に何
かご意見ありますか。

白原：先ほどの法隆寺の金堂壁画について、正確に
申し上げたほうがよかったかもしれません。壁画の
複製は便利堂が撮影した写真を和紙に薄い色で印刷
して、その上に安田靫彦をはじめ当代随一の日本画
家が絵の具を使って描いたというものです。この意
味で、当時既にテクノロジーと手作業が合体した作
業が行なわれていたと言えると思います。
　1 つ質問させていただきたいんですが、先ほど作
品の隅々を動画で見せる素晴らしい画像を見せてい
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ただいたクィグリーさんに、実際にプロジェクトに
関与した方々がどのようなタイムスケジュールやコ
ストであの動画を作ったのか、お伺いできたらと思
います。

山梨：お願いします。

クィグリー： 私たちは大変運が良いと思いました。
シカゴ美術館には付属の学校があり、そこでは
3,000 名ほどの意欲的なアーティストたちが、自分
たちの仕事について学んでいます。今日ではその多
くがデジタルワールドと関係があり、特に私たちが
雇った一人の男性ですが、彼は最近の卒業生で
Maya という名前のレンダリング用のソフトウェア
の使い方に熟達していたのです。このソフトウェア
は建築家が使うもので、主に建物のフライスルー 3
次元化画像を作るために使われます。明らかに彼は
非常に有能で…ちなみに彼はハリウッドに行くこと
になっています。それもすぐにでしょうね。彼はピ
クサーで働きたいのです。私たちは、彼を早い時期
に獲得できてラッキーでした。彼が画像化のアー
ト・ディレクターをやりました。私は彼がモデルを
仮想空間で作ることができるか、そして見栄え良く
作ることができるかを、とても気にしました。偽物
に見えるのではないかということも心配しました。
私たちは彼にラボでのすべての写真撮影の監督を任
せました。彼が頭の中でモデルを思い描くときにど
の角度を使わなくてはならないのか、実際に仕上
がった時に本当に完璧に見えるようにするためには
どの特定の写真が必要になるか、わかるようにする
ためでした。その作業には追加の特殊撮影が少し必
要でしたが、実際にはチェストがスタジオにあった
のは 4 日間だけです。典型的な写真撮影と、それ
ほど差はありません。そして写真撮影は 2,000 ド
ルほどだったと思います。私たちが彼を雇ったレン
ダリング作業については、本当に大したことのない
金額で、実はびっくりするほど安かったのです。約
4,000 ドルほどでした。

重要なことは、その作業の真に重要な部分というの
は、非常に頑強なコンピュータの運転時間を借りる
ことでした。これらの種類のファイルを正確にレン
ダリングするのに、かなり時間がかかるからです。
優れた最新の写真撮影と、それに何が起こるかとい
うアイディアの組み合わせは、今その中に表現され
ています。私は皆さんが良い演出であると思ってく

ださったことを非常にうれしく思います。

山梨：日本では、将来ハリウッドに引き抜かれるよ
うな若い技術者は育っていないんですか。

北川：絹谷先生が話されたことと今の話をつなげる
と、つまりこちらが何かを頼めると思っているとこ
ろが間違いで、その人が現代の大アーティストであ
れば、その人の感覚で全部つくっているわけであっ
て、何かをまねているわけではない。さっき僕が言
おうとしたのもそういうところなんです。

山梨：どうもありがとうございます。この問題は皆
さんもお聞きになっていてお分かりでしょうけれど
も、話していくと、美術の本質とか、作家のあり方と
か、先ほど絹谷先生がおっしゃっていたような資本
主義と社会主義の対立とか、大きな問題も巻き込み
ながらさまざまな側面を持っているんだと思います。
　先ほど青柳長官がおっしゃったように、何か解決
を見いだしていくんじゃなくてデジタルと本物、あ
るいは複製と本物、その活用の仕方、どういう側面
をそれぞれ持っているのか、それをわれわれがいか
にうまく利用していくのか、その辺はもちろん線引
きするのはとても容易じゃないけれども、ここの美
術館というのはまさにそういうことを考えさせてく
れる格好の場だと思いますので、皆さん、それぞれ
の心の中にそういう問題を植え付けていただいて、
日常の美術鑑賞体験だとか、美術に限らず、本物と
偽物、偽物というか複製品、今日、話したことを心
の隅に置きながらいろいろなことを考えてくださる
とありがたいなというふうに思います。
　一方で、前半でファンドレイジングの話とか美術
館運営、あるいはどういうふうな財政基盤を作って
いくか、日本とアメリカの違い、あるいは相互でう
まく協力できるようなこと、こういうことについて
も今後、この CULCON の場で話をしていくとい
うことになっていくと思います。
　まずは今日、CULCON はこんなことをやってい
るんだ、そういう活動に関心を持ってくださって、
またこういう機会があったらぜひ参加していただけ
るとありがたいと思います。そろそろ時間になりま
したので、今後も日米それぞれの場でこんなことが
できたらいいなと思いつつ、本日の公開フォーラム
を終わりたいと思います。どうもありがとうござい
ました。
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